
『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
一
）

岩

坪

健

本
稿
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
雑
部
の
巻
頭
歌
４８８
番
か
ら
５７８
番
ま
で
を
掲
載
す
る
。
担
当
者
は
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
前
期
課
程
在
学
者

で
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
各
項
目
末
尾
の
（

）
内
に
は
、
担
当
者
の
氏
名
を
示
し
た
。

壁
谷
祐
亮
、
藤
原
崇
雅
、
倉
島
実
里
、
山
内
彩
香
、
玉
越
雄
介
、
増
井
里
美
、
永
田
あ
や
、
太
井
裕
子
、
梅
田
昌
孝

凡
例

一
、
翻
刻
は
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
て
、
誤
字
・
脱
字
・
濁
点
・
当
て
字
・
仮
名
遣
い
等
も
底
本
の
通
り
に
し
た
が
、
読
解
や
印
刷
の

便
宜
を
考
慮
し
て
次
の
操
作
を
行
っ
た
。

１

句
読
点
を
付
け
、
会
話
文
な
ど
は
「

」
で
括
り
、
底
本
の
旧
漢
字
・
異
体
字
・
略
体
は
通
常
の
字
体
に
改
め
た
。

２

誤
写
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
右
側
行
間
に
（
マ
マ
）
と
記
し
た
。

３

和
歌
の
上
に
、
通
し
番
号
（
４８８
〜
５７８
）
を
付
け
た
。

一
、﹇
出
典
﹈
の
欄
に
は
、
和
歌
と
注
釈
本
文
の
典
拠
を
示
す
。
和
歌
に
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
を
記
す
が
、
無
い
場
合
は
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「
該
当
歌
な
し
」
と
表
記
し
、『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
に
あ
れ
ば
部
立
な
ど
を
示
す
。
注
釈
本
文
が
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小

学
館
。
略
称
『
新
編
全
集
』）、
ま
た
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
数
も
記
載
す

る
。

一
、﹇
異
同
﹈
の
欄
に
は
、
翻
刻
本
文
と
の
異
同
を
列
挙
す
る
。
た
だ
し
、
濁
点
や
送
り
仮
名
の
有
無
、
漢
字
と
仮
名
の
相
違
は
取
り
あ

げ
な
い
。
和
歌
の
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
と
、
注
釈
本
文
は
原
則
と
し
て
版
本
と
、
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
。
異
同
が
な
い
場
合
は

「
ナ
シ
」
と
記
し
、
あ
る
場
合
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
の
本
文
│
異
文
の
順
に
列
挙
す
る
。
複
数
の
作
品
す
べ
て
に
異
同
が
な
い
場
合
は
、

書
名
を
ま
と
め
て
列
挙
し
て
、
末
尾
に
「
ナ
シ
」
と
記
す
。

○
源
氏
物
語
は
、
絵
入
り
承
応
版
本
（
略
称
『
承
応
』。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
）
と
、
北
村
季
吟
『
源
氏
物

語
湖
月
抄
』（
略
称
『
湖
月
抄
』。『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
』
新
典
社
を
使
用
）
に
よ
る
。

○
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
枕
草
子
・
古
今
集
序
・
八
代
集
・
和
漢
朗
詠
集
は
、『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
』（
新
典
社
）
に
よ
る
。

○
竹
取
物
語
は
絵
入
り
版
本
（
無
刊
記
版
。
同
志
社
大
学
所
蔵
）
に
よ
る
。

○
う
つ
ほ
物
語
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
年
）
補
刻
本
、
狭
衣
物
語
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
年
）
版
本
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
三
谷
栄

一
『
平
安
朝
物
語
板
本
叢
書
』
有
精
堂
を
使
用
す
る
。

○
漢
籍
も
同
志
社
大
学
に
版
本
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
用
い
る
。
な
い
場
合
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』
な
ど
に
よ
る
。

一
、﹇
訳
﹈
の
欄
に
は
翻
刻
本
文
の
現
代
語
訳
、﹇
考
察
﹈
の
欄
に
は
和
歌
と
典
拠
と
の
関
係
な
ど
、﹇
参
考
﹈
の
欄
に
は
参
考
資
料
な
ど

を
記
す
。
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雑
部天

４８８
あ
ふ
き
て
も
み
す
や
す
め
る
を
空
と
し
て
月
日
も
お
な
し
光
有
世
を

ク
ヽ
モ
リ
テ

ス
ミ
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
モ
ノ
タ
ナ
ヒ
イ
テ

神
代
巻
曰
、
古
ヘ

天
│

地
未
タレ

剖
、
陰
陽
不
分
、
渾
沌
如
二

鶏
ノ

子
一

、
溟
涬
而
含
メ
リ
レ

牙
ヲ

。
及
二

其
ノ

清
陽
者
、
薄
靡
而
為
レ

天
ト

、
重
│

濁
者
、
淹
│

滞
テ

而
為
一レ

地
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
一
八
〇
番
。
日
本
書
紀
、
巻
第
一
、
神
代
上
、
一
九
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
日
本
書
紀
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

天

天
を
仰
い
で
も
分
か
ら
な
い
が
、
澄
ん
で
い
る
水
を
空
と
見
な
せ
ば
月
も
太
陽
も
同
じ
よ
う
に
光
輝
く
世
界
で
あ
る
こ
と
よ
。

神
代
の
巻
に
よ
る
と
、
昔
、
天
と
地
が
分
か
れ
ず
、
陰
と
陽
の
気
も
分
か
れ
ず
に
渾
沌
と
し
て
い
る
有
様
は
、
ま
る
で
鶏
卵
の
よ

う
で
あ
り
、
ほ
の
暗
く
お
ぼ
ろ
げ
で
あ
り
な
が
ら
も
、
物
事
が
生
れ
よ
う
と
す
る
兆
し
を
含
ん
で
い
た
。
そ
の
澄
ん
で
明
る
い
気

が
薄
く
た
な
び
い
て
天
と
な
り
、
重
く
濁
っ
た
気
が
停
滞
し
て
地
と
な
る
と
き
に
及
ん
で
云
々
。

み
づ

﹇
考
察
﹈「
み
す
」
は
「
水
」
と
「
見
ず
」
の
掛
詞
か
。
当
歌
は
、
澄
み
渡
っ
た
水
を
天
と
地
の
中
間
に
あ
た
る
空
に
見
立
て
、
そ
こ
に
映

る
「
陰
」
の
月
も
「
陽
」
の
太
陽
も
、
天
地
開
闢
期
の
混
沌
と
し
た
中
に
あ
っ
て
は
等
し
い
と
詠
っ
た
も
の
。

﹇
参
考
﹈「
清
陽
者
、
薄
靡
而
為
レ

天
、
重
濁
者
、
凝
滞
而
為
レ

地
。」（『
淮
南
子
』
天
文
訓
）。「
及
二

其
分
離
一

、
清
者
為
レ

天
、
濁
者
為
レ

地
。」（『
論
衡
』）

（
倉
島
実
里
）

４８９
春
過
て
か
へ
る
や
鳥
の
道
は
あ
れ
と
古
巣
と
み
ゆ
る
雲
も
残
ら
す
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朗
詠
集
。
花
落
随
風
鳥
入
雲
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
一
八
一
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
春
、
三
月
尽
、
五
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

春
が
過
ぎ
、
帰
っ
て
ゆ
く
鳥
の
通
っ
た
道
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
古
巣
と
思
わ
れ
る
雲
さ
え
も
残
っ
て
は
い
な
い
。

和
漢
朗
詠
集
。
花
は
風
の
ま
に
ま
に
落
ち
て
、
鳥
は
雲
の
彼
方
に
消
え
る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
飛
び
去
っ
て
行
く
渡
り
鳥
に
、
過
ぎ
ゆ
く
春
を
な
ぞ
ら
え
た
も
の
。
鳥
が
「
雲
に
入
る
」
と
す
る
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
句
を
受
け
、
そ
の
「
雲
」
さ
え
も
残
っ
て
は
い
な
い
と
表
現
し
た
と
こ
ろ
に
、
強
い
惜
春
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。（

倉
島
実
里
）

星

４９０
時
な
ら
ぬ
雨
風
も
な
し
久
堅
の
ほ
し
の
位
の
み
ち
さ
た
か
に
て

書
経
洪
範
曰
、
庶
│

民
惟
│

星
。
ニ々

有
レ

好
レ

風
ヲ

。
星
ニ

有
レ

好
レ

雨
ヲ

。
日
│

月
ノ

之
行
、
則
有
レ

冬
有
レ

夏
。
月
ノ

之
従
レ

星
ニ

、
則
│

以
風
│

雨
セ
リ

。
註
ニ

曰
、
好
レ

風
ヲ

者
ハ

箕
│

星
。
好
レ

雨
ヲ

者
ハ

畢
│

星
。
漢
│

志
ニ

云
、
軫
│

星
モ

亦
好
レ

雨
。
意
フ
ニ

者
、
星
│

宿
皆
有
レ

所
レ

好
也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
三
二
五
番
。
書
経
、
周
書
、
洪
範
、
一
五
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

星

季
節
外
れ
の
雨
風
も
な
い
。
庶
民
も
、
ま
た
公
卿
や
殿
上
人
の
地
位
も
安
定
し
て
い
て
（
平
安
な
治
世
で
あ
る
こ
と
よ
）。

書
経
の
洪
範
に
よ
る
と
、
庶
民
は
そ
の
数
、
限
り
な
い
こ
と
星
の
よ
う
で
あ
る
。
星
に
は
風
を
好
む
も
の
、
雨
を
好
む
も
の
が
あ

る
。（
そ
れ
に
対
し
、）
公
卿
や
官
吏
は
日
月
で
あ
り
、
日
月
の
運
行
は
不
変
で
あ
る
。
冬
が
来
、
ま
た
夏
が
来
る
。
た
だ
月
が
箕

星
の
位
置
に
ゆ
く
と
風
が
吹
き
、
畢
星
の
位
置
に
ゆ
く
と
雨
が
降
る
。
こ
れ
は
月
で
あ
る
公
卿
・
官
吏
が
、
星
で
あ
る
民
の
意
向
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に
従
う
し
る
し
で
あ
る
。
註
に
よ
る
と
、
風
を
好
む
星
を
箕
星
、
雨
を
好
む
星
を
畢
星
と
い
う
。
漢
志
に
よ
る
と
、
軫
星
も
ま
た

雨
を
好
む
。
思
う
に
、
星
座
は
全
て
好
む
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
。

﹇
考
察
﹈『
書
経
』
洪
範
は
、
日
月
の
運
行
と
王
の
治
世
が
重
ね
合
わ
さ
れ
た
場
面
。
当
歌
は
そ
の
運
行
が
確
か
で
あ
る
こ
と
を
詠
ん
だ
も

の
。
な
お
「
星
の
位
」
は
公
卿
と
殿
上
人
を
指
す
。

﹇
参
考
﹈『
書
経
』
の
解
釈
は
注
釈
書
に
よ
っ
て
異
な
り
、
野
村
茂
夫
『
中
国
古
典
新
書
』
一
五
六
頁
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）
に

よ
る
。

（
藤
原
崇
雅
）

雲

柏
４９１
ち
り
ひ
ち
の
山
よ
り
出
て
一
す
ち
の
雲
の
行
ゑ
や
空
に
み
つ
ら
ん

古
今
序
、
た
か
き
山
も
、
ふ
も
と
の
ち
り
ひ
ち
よ
り
な
り
て
、
あ
ま
雲
た
な
ひ
く
ま
て
お
ひ
の
ほ
れ
る
こ
と
く
に
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
五
八
五
番
。
古
今
集
、
仮
名
序
、
一
九
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
今
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

雲

ち
り
あ
く
た

塵
芥
の
山
か
ら
一
筋
の
雲
が
湧
き
出
て
、
大
空
を
満
た
す
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
取
る
に
足
り
な
い
状
況
か
ら
の
出
発
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
道
ひ
と
す
じ
に
励
め
ば
究
め
る
で
あ
ろ
う
。

古
今
集
の
仮
名
序
に
、
高
山
も
麓
の
塵
や
泥
土
の
集
積
か
ら
出
来
上
が
り
、
空
の
雲
が
た
な
び
く
高
さ
ま
で
成
長
す
る
よ
う
に
。

﹇
考
察
﹈『
古
今
集
』
仮
名
序
で
、
和
歌
は
天
上
界
で
は
下
照
姫
、
下
界
で
は
素
戔
嗚
尊
が
詠
み
初
め
て
以
来
、
長
い
年
月
を
経
て
発
達
を

遂
げ
た
と
説
く
箇
所
。
当
歌
は
、
身
近
な
出
発
点
か
ら
一
途
に
努
力
を
重
ね
る
こ
と
で
、
遠
大
な
目
標
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
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ろ
う
と
詠
ん
だ
も
の
。

（
太
井
裕
子
）

薄
暮
雲

４９２
そ
の
山
と
契
り
て
か
へ
る
雲
な
ら
は
お
も
は
ぬ
か
た
の
風
や
う
か
ら
ん

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
〇
〇
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

薄
暮
の
雲

そ
の
山
（
私
）
と
契
り
を
交
わ
し
、
帰
る
と
約
束
し
て
戻
っ
て
く
る
よ
う
な
雲
（
男
）
で
あ
る
な
ら
ば
、
思
い
が
け
な
い
方
向
か
ら
吹

い
て
き
て
山
（
私
）
の
も
と
に
戻
る
の
を
阻
む
風
（
自
分
以
外
の
女
性
）
を
恨
め
し
く
思
う
で
し
ょ
う
か
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
薄
暮
時
に
な
る
と
雲
は
山
へ
帰
り
岩
穴
で
眠
る
、
と
い
う
言
い
伝
え
（
４９３
番
歌
、
参
照
）
を
も
と
に
し
て
、
山
を
女

性
、
雲
を
自
分
の
も
と
に
帰
っ
て
来
な
い
男
性
、
風
を
別
の
女
性
に
譬
え
て
擬
人
化
し
た
も
の
。

（
増
井
里
美
）

澗
戸
雲
鎖

４９３
く
れ
ぬ
と
て
か
へ
る
雲
を
や
ぬ
し
な
ら
ん
お
ほ
ふ
と
み
る
も
谷
の
扉
に

酔
翁
亭
記
。
雲
│

帰
テ

而
岩
│

穴
瞑
シ

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
六
〇
番
。
酔
翁
亭
記
、
一
六
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
ぬ
し
│
わ
く
」。『
新
釈
漢
文
大
系

古
文
真
宝
後
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

谷
間
の
家
を
雲
が
鎖
す
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日
が
暮
れ
た
と
い
っ
て
山
（
別
の
女
性
）
へ
帰
る
雲
を
、
夫
と
み
る
の
で
し
ょ
う
か
。
雲
は
谷
間
の
家
を
覆
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
。

酔
翁
亭
記
。
雲
が
帰
っ
て
岩
穴
が
暗
く
な
る
。

﹇
考
察
﹈『
酔
翁
亭
記
』
に
は
、
黒
い
雲
が
夕
方
、
山
に
帰
っ
て
岩
穴
に
入
り
こ
む
か
ら
暗
く
な
る
と
あ
る
。
当
歌
は
雲
を
男
性
、「
澗
戸
」

（
谷
川
の
ほ
と
り
の
家
）
を
女
性
、
山
を
別
の
女
性
に
見
立
て
た
。

（
増
井
里
美
）

地
儀

柏
４９４
涼
し
さ
は
波
の
花
も
や
か
ほ
る
ら
し
南
の
風
に
む
か
ふ
う
な
は
ら

南
風
歌
、
見
夏
部
巻
頭
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
五
九
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
か
ほ
る
ら
し
│
か
を
る
ら
ん
」「
う
な
は
ら
│
う
み
つ
ら
」。

﹇
訳
﹈

地
儀

芳
し
い
南
風
が
吹
く
と
、
海
原
で
砕
け
散
る
白
い
波
飛
沫
が
、
ま
る
で
波
の
花
が
開
い
て
（
そ
こ
か
ら
本
物
の
花
か
ら
良
い
香
り
が
）

匂
っ
て
く
る
よ
う
に
、
私
に
心
地
よ
い
涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

南
風
の
歌
は
、
夏
部
の
巻
頭
に
見
え
る
。（
９３
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
海
辺
に
立
っ
て
南
か
ら
の
風
が
運
ん
で
く
る
香
り
に
涼
し
さ
を
感
じ
る
情
景
を
歌
っ
た
も
の
。『
礼
記
』
楽
記
第
十
九
に

は
「
昔
者
舜
作
二

五
絃
之
琴
一

、
以
歌
二

南
風
一

」
と
あ
り
、
南
風
歌
は
舜
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、『
孔
子
家
語
』『
尸

い
き
ど
お

子
』
に
は
「
南
風
の
薫
ぜ
る
、
以
て
吾
民
の
慍
り
を
解
く
べ
し
」
と
あ
り
、
南
風
は
心
を
穏
や
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
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て
い
る
。
ち
な
み
に
『
宇
津
保
物
語
』
俊
蔭
の
巻
に
は
、
南
風
と
名
付
け
ら
れ
た
秘
琴
が
あ
る
。

﹇
参
考
﹈
首
夏
９３
南
よ
り
か
ほ
り
来
に
け
り
花
さ
そ
ふ
風
の
や
と
り
や
そ
な
た
成
ら
ん

南
風
歌
、
南
風
之
薫
兮
可
三

以
解
二

吾
カ

民
ノ

慍
ヲ一

。

（
玉
越
雄
介
）

山

同
４９５
い
く
く
す
り
空
に
も
と
め
し
煙
よ
り
蓬
か
し
ま
も
ふ
し
の
し
は
山

義
楚
六
帖
二
十
一
曰
、
日
本
国
名
二

倭
│

国
一

在
二

東
│

海
ノ

中
ニ一

。
秦
ノ

時
、
徐
福
将
二

五
百
ノ

童
│

男
、
五
│

百
ノ

童
女
ヲ一

止
二

此
ノ

国
ニ一

。
東

北
千
│

余
│

里
ニ

有
レ

山
。
名
二

冨
士
山
一

亦
名
ツ
ク
二

蓬
莱
一

。
其
ノ

山
峻
ナ
リ

。
三
│

面
ハ

是
レ

海
。
一
│

朶
上
リ│

聳
ユ

。
頂
ニ

有
二

火
煙
一

。
日
│

中
ニ

上
ヨ
リ

有
二

諸
│

宝
一

流
レ│

下
ル

。
夜
ハ

即
チ

却
テ

上
ル

。
常
ニ

聞
二

音
│

楽
ヲ一

。
徐
│

福
止
レ

此
ニ

謂
二

蓬
莱
一

至
レ

今
。
子
孫
皆
曰
二

秦
氏
一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
九
三
番
。
義
楚
六
帖
、
巻
二
十
一
、
国
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
空
に
も
と
め
し
│
空
に
つ
た
へ
し
」。『
義
楚
六
帖
』「
日
本
国
│
日
本
国
亦
」「
在
│
ナ
シ
」「
此
国
│
此
国

也
」「
冨
士
山
│
冨
士
」。

﹇
訳
﹈

山

始
皇
帝
の
命
を
受
け
て
、
徐
福
は
不
死
の
薬
を
空
の
彼
方
に
探
し
求
め
た
が
、
そ
の
薬
を
か
ぐ
や
姫
か
ら
送
ら
れ
た
帝
は
、
蓬
が
島

（
蓬
莱
）
の
不
死
な
ら
ぬ
、
柴
が
生
い
茂
っ
て
い
る
富
士
の
山
の
頂
で
燃
や
し
て
、
そ
の
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
る
こ
と
よ
。

『
義
楚
六
帖
』
巻
二
十
一
に
よ
る
と
、
日
本
国
は
倭
国
と
名
付
け
ら
れ
、
大
陸
の
東
側
の
海
に
位
置
し
て
い
る
。
秦
の
時
代
に
徐

福
が
男
の
子
と
女
の
子
を
五
百
人
ず
つ
連
れ
て
、
こ
の
国
に
渡
っ
た
。
こ
の
国
を
東
北
へ
千
里
ほ
ど
進
む
と
山
が
あ
り
、
そ
の
山

を
富
士
山
と
名
付
け
た
。
ま
た
、
蓬
莱
と
も
名
付
け
る
。
そ
の
山
は
険
し
く
、
山
の
三
方
は
海
に
面
し
て
お
り
、
一
方
は
高
く
聳
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え
て
い
る
。（
山
の
）
頂
上
に
は
火
と
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
る
。
日
中
は
山
の
上
よ
り
様
々
な
宝
が
流
れ
下
り
て
き
て
、
夜
に
な

る
と
上
の
方
へ
と
戻
っ
て
行
く
。（
こ
の
山
は
）
常
に
音
楽
が
聞
こ
え
て
く
る
。
徐
福
は
こ
の
地
に
留
ま
り
、
こ
の
地
を
蓬
莱
と

言
っ
て
今
に
至
っ
て
い
る
。
彼
の
子
孫
達
は
皆
、
秦
氏
と
名
乗
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
義
楚
六
帖
』
は
徐
福
が
日
本
に
渡
り
、
そ
こ
を
蓬
莱
と
名
付
け
た
場
面
で
あ
り
、
富
士
山
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
あ

る
。
当
歌
は
富
士
山
の
頂
で
、
薬
を
燃
や
し
た
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
る
有
様
を
歌
っ
た
も
の
。
当
歌
の
背
景
に
は
『
竹
取
物
語
』
が
踏

ま
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
結
句
の
「
ふ
し
の
し
は
山
」
は
、『
万
葉
集
』
に
の
み
見
ら
れ
る
表
現
で
、
富
士
山
の
雑
木

林
を
指
す
。

﹇
参
考
﹈「
天
の
原
富
士
の
柴
山
木
の
暗
の
時
ゆ
つ
り
な
ば
逢
は
ず
か
も
あ
ら
む
」（『
万
葉
集
』
巻
一
四
、
三
三
五
五
番
、
東
歌
）

（
玉
越
雄
介
）

４９６
つ
く
は
山
ふ
り
ぬ
る
跡
を
尋
ね
し
も
わ
す
れ
か
た
み
の
み
こ
と
の
り
か
な

一
条
禅
閣
竹
林
抄
序
云
、
近
き
世
に
何
か
し
の
お
と
ゝ
の
菟
玖
波
集
を
え
ら
は
れ
て
、
お
ほ
や
け
こ
と
に
な
す
ら
ふ
る
み
こ
と
の
り

を
く
た
さ
れ
し
に
よ
り
て
、
勅
撰
の
和
歌
に
か
た
を
な
ら
へ
、
あ
め
か
し
た
の
も
て
あ
そ
ひ
物
と
な
れ
り
け
り
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
九
三
五
番
。
竹
林
抄
、
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

竹
林
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

筑
波
山
に
雪
が
降
っ
た
跡
を
探
し
尋
ね
る
よ
う
に
、
菟
玖
波
集
に
古
き
時
代
の
跡
を
求
め
る
に
つ
け
て
も
、
帝
の
詔
は
か
つ
て

連
歌
が
天
下
に
認
め
ら
れ
た
世
を
記
念
す
る
、
忘
れ
形
見
で
あ
る
こ
と
よ
。

一
条
禅
閣
兼
良
の
『
竹
林
抄
』
序
云
、
近
頃
の
世
で
は
な
に
が
し
の
大
臣
（
二
条
良
基
）
が
『
菟
玖
波
集
』
を
撰
集
な
さ
っ
て
、

（
帝
が
『
菟
玖
波
集
』
に
）
公
式
の
し
き
た
り
に
倣
っ
た
詔
勅
を
お
下
し
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、（
連
歌
が
）
勅
撰
集
の
和
歌
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に
肩
を
並
べ
、
日
本
国
中
の
心
の
慰
み
も
の
と
な
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈
典
拠
は
宗
祇
編
『
竹
林
抄
』
序
。
そ
の
筆
者
は
一
条
兼
良
で
、
初
の
準
勅
撰
連
歌
集
で
あ
る
『
菟
玖
波
集
』
の
後
に
続
く
こ
と

を
志
し
た
心
情
を
表
す
。
そ
の
連
歌
選
集
『
新
玉
集
』
は
、
応
仁
の
乱
で
散
佚
。
当
歌
は
連
歌
集
が
初
め
て
詔
勅
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
、
勅
撰
の
和
歌
集
と
同
等
の
地
位
を
得
ら
れ
た
か
つ
て
の
名
誉
を
慕
う
思
い
を
詠
む
。
第
二
句
の
「
ふ
り
」
は
「（
雪
が
）
降
り
」

ふ

と
「（
年
月
が
）
旧
り
」
の
掛
詞
。

（
永
田
あ
や
）

名
所
山

４９７
な
へ
て
世
の
塵
よ
り
な
れ
る
た
く
ひ
か
は
国
の
は
し
め
の
あ
は
ち
嶋
山

神
代
巻
。
一
書
曰
、
先
ツ

生
二

淡
路
洲
一ヲ

。
次
ニ

大
日
本
豊
秋
津
洲
。
次
ニ

伊
予
ノ

二
名
ノ

洲
。
次
ニ

隠
岐
ノ

洲
。
次
ニ

佐
渡
ノ

洲
。
次
ニ

筑
紫
ノ

洲
。
次
ニ

壹
岐
ノ

洲
。
次
ニ

対
馬
ノ

洲
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
七
三
四
番
。
日
本
書
紀
、
巻
第
一
、
神
代
上
、
三
四
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
な
へ
て
│
な
れ
て
」。『
日
本
書
紀
』「
隠
岐
│
億
岐
」。

﹇
訳
﹈

名
所
の
山

す
べ
て
こ
の
世
は
取
る
に
足
り
な
い
塵
に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
は
し
な

い
。
国
の
始
め
、
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
の
国
生
み
で
、
淡
路
島
が
最
初
に
生
み
出
さ
れ
た
よ
う
に
し
て
、
こ
の
世
は
出
来
て
い
る
の

だ
。

神
代
巻
の
一
書
に
伝
え
て
い
う
。
ま
ず
淡
路
島
を
生
ん
だ
。
次
に
本
州
。
次
に
四
国
。
次
に
隠
岐
。
次
に
佐
渡
。
次
に
九
州
。
次
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に
壱
岐
。
次
に
対
馬
。

﹇
考
察
﹈『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
、
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
に
よ
る
国
生
み
神
話
。
淡
路
島
を
最
初
に
生
み
、
そ
の
の
ち

残
り
の
大
八

洲
を
生
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
当
歌
は
、
国
生
み
神
話
で
、
淡
路
島
が
最
初
に
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
こ
の
世
の
成
り
立
ち
が
塵
の
集
ま
り
な
ど
で
は
な
く
、
国
生
み
で
生
ま
れ
た
淡
路
島
が
最
初
で
あ
る
、
と
詠
む
。

（
梅
田
昌
孝
）

富
士

４９８
ふ
し
の
ね
は
お
ほ
か
た
に
や
は
人
の
み
ん
此
世
の
う
ち
の
そ
め
色
の
山

法
華
経
薬
王
品
。
衆
│

山
ノ

之
中
須
│

弥
│

山
ヲ

為
二

第
一
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
二
一
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
妙
法
蓮
華
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

富
士

富
士
山
を
、
な
み
ひ
と
と
お
り
で
は
な
く
人
々
は
見
る
だ
ろ
う
。
法
華
経
に
い
う
衆
弥
山
の
よ
う
な
、
人
々
の
心
を
惹
き
つ
け
て
や
ま

な
い
こ
の
世
で
一
番
の
山
な
の
だ
か
ら
。

妙
法
蓮
華
経
薬
王
菩
薩
品
。
諸
山
の
中
で
衆
弥
山
が
第
一
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈
仏
教
の
世
界
説
で
、
衆
弥
山
の
こ
と
を
、
蘇
迷
盧
（
そ
め
い
ろ
）
の
山
と
い
う
。
当
歌
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
お
い
て
、
衆
弥

山
が
諸
山
の
う
ち
で
第
一
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
本
第
一
の
山
で
あ
る
富
士
山
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

（
梅
田
昌
孝
）

河
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４９９
行
も
の
は
か
く
こ
そ
有
け
れ
と
お
も
ふ
に
も
川
瀬
の
水
そ
袖
の
上
な
る

論
語
。
子
在
二

川
ノ

上
リ
ニ
一

曰
、
逝
ク
│

者
ハ

如
レ

斯
夫
。
不
レ

捨
二

昼
│

夜
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
〇
三
六
・
八
一
〇
一
番
（
重
複
歌
）。
論
語
、
子
罕
篇
、
二
〇
四
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
論
語
』「
捨
│
舎
」。

﹇
訳
﹈

河

年
月
が
過
ぎ
去
っ
て
い
く
の
は
川
の
水
の
流
れ
の
よ
う
に
避
け
ら
れ
な
い
も
の
だ
な
あ
と
思
う
と
、
川
の
水
（
涙
）
は
空
し
く
老
い
て

ゆ
く
私
の
袖
の
上
に
あ
る
の
だ
な
あ
。

論
語
。
孔
子
が
、
あ
る
時
、
川
の
ほ
と
り
に
居
て
、
流
れ
て
や
ま
な
い
川
の
水
を
な
が
め
て
詠
嘆
し
て
い
う
に
は
、
過
ぎ
去
っ
て

帰
ら
ぬ
も
の
は
、
す
べ
て
こ
の
川
の
水
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
昼
と
な
く
夜
と
な
く
、
一
刻
も
止
む
こ
と
な
く
、
過
ぎ
去
っ
て
い

く
。
人
間
万
事
、
こ
の
川
の
水
の
よ
う
に
、
過
ぎ
去
り
、
う
つ
ろ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈『
論
語
』
子
罕
篇
、「
川
上
の
嘆
」
と
し
て
有
名
な
章
。
古
注
で
は
詠
嘆
の
悲
観
、
新
注
（
朱
子
な
ど
の
説
）
で
は
人
の
進
歩
に

つ
い
て
の
希
望
と
解
釈
が
異
な
る
が
、
当
歌
の
下
の
句
「
川
瀬
の
水
そ
袖
の
上
な
る
」
に
よ
り
古
注
に
従
う
。
当
歌
は
、
孔
子
が
川
の

水
の
不
断
の
流
れ
の
如
く
、
空
し
く
老
い
て
ゆ
く
我
が
身
を
詠
嘆
し
た
場
面
に
寄
せ
て
詠
ん
だ
も
の
。

（
山
内
彩
香
）

５００
言
に
出
て
い
は
ぬ
色
か
は
川
水
の
と
き
に
一
た
ひ
す
む
も
あ
り
け
り

王
子
年
拾
遺
記
。
丹
│

丘
千
年
ニ

一
タ
ヒ

焼
、
黄
│

河
千
│

年
ニ

一
清
ム

。
皆
至
聖
之
君
以
為
二

大
│

瑞
ト一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
三
九
番
。
拾
遺
記
、
巻
一
、
高
辛
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
一
）
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
拾
遺
記
』（『
漢
魏
叢
書
３２
』）「
皆
│
ナ
シ
」。

﹇
訳
﹈

言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
気
持
ち
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
黄
河
の
水
が
千
年
に
一
度
澄
む
こ
と
も
あ
る
の
だ
か
ら
な
あ
。

王
子
年
拾
遺
記
。
仙
人
の
住
む
と
い
う
丹
丘
は
千
年
に
一
度
焼
け
、
黄
河
は
千
年
に
一
度
清
む
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
み
な
、
堯
や

舜
の
よ
う
な
優
れ
た
天
子
が
非
常
に
め
で
た
い
し
る
し
と
し
た
。

﹇
考
察
﹈『
拾
遺
記
』
は
、
四
世
紀
に
活
躍
し
た
王
嘉
が
、
伏
羲
か
ら
晋
代
に
至
る
説
話
を
編
集
し
た
も
の
。
丹
丘
で
は
鬼
の
血
が
固
ま
っ

て
で
き
る
瑪
瑙
が
よ
く
と
れ
、
そ
の
瑪
瑙
で
甕
を
作
る
と
良
い
政
治
の
瑞
祥
で
あ
る
甘
露
が
満
ち
る
と
い
う
。
当
歌
は
黄
河
で
さ
え
清

む
こ
と
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
自
ら
の
心
も
口
に
出
し
て
晴
れ
な
い
こ
と
は
な
い
と
詠
ん
だ
も
の
。

（
山
内
彩
香
）

５０１
い
か
は
か
り
心
の
き
よ
き
み
わ
川
や
涼
し
き
ま
ゝ
の
名
を
と
ゝ
む
ら
ん

万
葉
集
、
十
、
詠
河
歌
、
作
者
未
詳
。
ゆ
ふ
さ
ら
す
か
は
つ
な
く
也
み
わ
川
の
清
き
瀬
の
音
を
き
く
は
し
よ
し
も

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
三
四
番
。
万
葉
集
、
巻
三
、
二
二
二
二
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
万
葉
集
』（
西
本
願
寺
本
の
訓
）
ナ
シ
。
現
代
の
訓
は
結
句
が
「
聞
か
く
し
良
し
も
」。

﹇
訳
﹈

清
い
流
れ
の
三
輪
川
の
よ
う
な
、
邪
念
の
な
い
潔
白
な
わ
が
身
も
、
ど
れ
ほ
ど
潔
い
名
声
を
残
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

万
葉
集
巻
十
、
河
を
詠
む
歌
、
作
者
未
詳
。
夕
ご
と
に
蛙
が
鳴
い
て
い
る
よ
う
だ
。
三
輪
川
の
清
い
瀬
音
を
聞
く
の
は
よ
い
も
の

だ
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
昔
か
ら
清
い
流
れ
で
あ
る
三
輪
川
に
な
ぞ
ら
え
て
、
わ
が
身
も
同
じ
よ
う
に
潔
白
な
ま
ま
で
あ
る
か
と
詠
ん
だ
歌
。「
み

わ
川
」
の
「
み
」
に
「
身
」
を
掛
け
る
。

― １９９ ―
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（
壁
谷
祐
亮
）

野

柏
５０２
と
を
つ
人
と
ふ
ひ
絶
ぬ
る
春
日
野
や
道
あ
る
世
を
は
空
に
し
る
ら
ん

続
日
本
紀
、
見
于
春
部
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
七
四
二
番
。
続
日
本
紀
、
元
明
天
皇
、
和
銅
五
年
正
月
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
補
訂
国
史
大
系
二

続
日
本
紀
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

野

狼
煙
も
訪
れ
る
人
も
絶
え
て
し
ま
っ
た
春
日
野
で
あ
る
が
、
正
し
い
政
治
が
行
わ
れ
平
和
な
世
の
中
を
、
昔
の
人
は
空
を
見
て
分
か
る

だ
ろ
う
か
。

続
日
本
紀
の
春
の
部
に
見
え
る
。（
７７
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
昔
、
春
日
野
で
は
狼
煙
を
上
げ
て
い
た
が
、
遷
都
に
よ
り
平
城
京
は
廃
れ
訪
れ
る
人
も
い
な
い
今
、
狼
煙
を
上
げ
る

必
要
も
な
く
な
っ
た
平
和
な
世
を
、
昔
の
人
は
空
を
見
て
分
か
る
だ
ろ
う
か
と
詠
ん
だ
も
の
。「
と
ふ
ひ
」
に
「
飛
火
」「
訪
ふ
日
」
を

掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈
春
野

７７
名
の
み
し
て
と
ふ
火
も
見
え
す
春
日
野
や
風
し
つ
か
成
御
代
の
春
哉

続
日
本
紀
曰
、
元
明
天
皇
、
和
銅
五
年
正
月

廃
シ
テ
二

河
内
国
高
安
ノ

烽
ヲ一

始
テ

置
二

高
見
烽
及
大
和
国
春
日
ノ

烽
ヲ一

以
テ

通
二

平
城
一

也
。
史
記
、
周
本
紀
曰
、
幽
王
為
二

燧
燧
大
鼓
ヲ一

有
二

寇
至
一

則
挙
二

烽
火
ヲ一

諸
侯
悉
ク

至
ル

云
云
。
正
義
曰
、
昼
日
ニ
ハ

燃
レ

烽
以
望
二

火
烟
ヲ一

夜
ハ

挙
テレ

燧
ヲ

以
テ

望
ム二

火
光
一

也
。

（
壁
谷
祐
亮
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈
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（
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野
風

５０３
打
む
れ
て
ゆ
け
は
北
野
の
春
の
風
お
も
ふ
か
た
と
や
駒
い
は
ふ
ら
ん

文
選
、
古
│

詩
。
胡
馬
依
二

北
│

風
一

。
註
ニ

翰
カ

曰
、
胡
│

馬
出
二

於
北
一

依
望
北
風
思
二

旧
│

国
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
二
四
番
。
文
選
、
巻
二
九
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
刻
本
文
選
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

野
風

寄
り
集
ま
っ
て
北
野
へ
行
く
と
春
風
が
吹
い
て
い
る
。
馬
は
こ
の
風
が
恋
し
い
方
角
か
ら
吹
く
と
思
っ
て
、
喜
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。『

文
選
』
古
詩
。
北
方
胡
地
の
馬
は
北
風
に
身
を
寄
せ
る
。
翰
の
注
に
よ
る
と
、
胡
馬
は
北
方
で
生
ま
れ
、
北
風
が
吹
く
と
故
郷

を
思
う
、
と
あ
る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
北
野
に
春
風
が
吹
き
、
北
か
ら
吹
く
と
思
っ
て
か
馬
が
喜
ん
で
い
る
と
い
う
歌
。『
文
選
』
は
古
詩
十
九
首
中
の
第
一
首

で
、
遠
行
の
夫
を
思
う
妻
の
詩
。「
北
野
」
に
「
北
」
を
掛
け
る
。

（
壁
谷
祐
亮
）

谷
風

５０４
た
か
た
め
と
あ
し
た
夕
に
吹
か
へ
て
谷
の
こ
ゝ
ろ
を
風
に
み
す
ら
ん

氏
族
排
韻
曰
、
鄭
│

弘
採
二

薪
ヲ

白
鶴
山
一

。
得
二

一
ノ

遺
箭
ヲ一

。
頃
ア
ツ
テ

有
レ

人
覓
、
弘
与
レ

之
ヲ

。
問
二

弘
カ

所
一レ

欲
。
曰
、「
常
ニ│

患
若
│

耶
│

渓
ニ

載
レ

薪
為
レ

難
。
願
ク
ハ

且
ニ│

南
、
暮
ニ

北
風
」。
至
レ

今
猶
ヲ│

然
リ

。
又
見
于
後
漢
書
鄭
弘
伝
註
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
三
三
番
。
氏
族
大
全
、
巻
一
九
、
隔
座
屏
風
。
後
漢
書
、
列
伝
、
鄭
弘
伝
、
註
。

― ２０１ ―
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
氏
族
大
全
』（
四
庫
全
書
）「
且
南
暮
」
│
「
旦
南
風
暮
」。

﹇
訳
﹈

谷
風

朝
と
晩
で
風
向
き
を
か
え
て
ま
で
、
一
体
誰
の
た
め
に
谷
の
心
を
風
に
託
し
て
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

氏
族
排
韻
に
よ
る
と
、
鄭
弘
が
白
鶴
山
で
薪
を
採
っ
て
い
る
と
、
一
本
の
遺
り
箭
を
得
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
人
が
現
わ
れ

（
箭
を
）
求
め
た
の
で
、
弘
は
箭
を
与
え
た
。（
す
る
と
そ
の
人
は
）
弘
が
欲
す
る
も
の
を
尋
ね
た
の
で
、
弘
が
言
う
こ
と
に
は

「（
私
は
）
常
に
若
耶
渓
で
薪
を
載
せ
る
こ
と
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
患
え
て
い
る
。
願
う
こ
と
に
は
、
朝
に
は
南
風
を
、
暮
に
は
北

風
を
吹
か
せ
て
く
だ
さ
い
」。
今
も
な
お
、
そ
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、『
後
漢
書
』
鄭
弘
伝
の
註
に
も
見
ら
れ
る
。

﹇
考
察
﹈『
氏
族
排
韻
』
と
は
『
排
韻
増
広
事
類
氏
族
大
全
』
の
こ
と
。
当
歌
は
、
山
で
出
会
っ
た
仙
人
に
箭
（
矢
）
を
返
し
た
報
い
に
よ

り
、
谷
風
の
便
を
得
て
仕
事
を
楽
に
し
た
と
い
う
「
鄭
公
風
」
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
朝
と
晩
で
風
向
き
を
変
え
る
谷
風
に
、
心

を
見
出
し
て
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈「
孔
霊
符
会
稽
記
曰
、
射
的
山
南
有
白
鶴
山
、
此
鶴
為
仙
人
取
箭
。
漢
太
尉
鄭
弘
、
嘗
采
薪
得
一
遺
箭
。
頃
有
人
覓
、
弘
還
之
。

問
何
所
欲
。
弘
識
其
神
人
也
、
曰
、
常
患
若
邪
渓
載
薪
為
難
、
願
旦
南
風
暮
北
風
。
後
果
然
。
故
若
邪
渓
風
、
至
今
猶
然
。
呼
為
鄭
公

風
也
。」（『
後
漢
書
』
鄭
弘
伝
註
）

（
倉
島
実
里
）

関

５０５
な
に
こ
と
も
の
り
を
こ
え
行
世
の
人
の
こ
ゝ
ろ
に
か
た
き
関
守
も
か
な

論
語
、
為
政
篇
。
七
│

十
ニ
シ
テ

而
従
二

心
ノ

所
一レ

欲
不
レ

踰
レ

矩
ヲ

。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
一
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
一
四
番
。
論
語
、
為
政
、
第
二
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

論
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

関

何
事
に
付
け
て
も
矩
を
越
え
て
し
ま
う
こ
の
世
の
人
間
の
心
に
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
関
守
が
い
て
ほ
し
い
こ
と
だ
。

『
論
語
』
為
政
の
篇
。
七
十
歳
に
し
て
、
心
の
欲
す
る
ま
ま
に
行
動
し
て
も
、
道
徳
の
規
準
や
道
理
に
違
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
論
語
』
の
有
名
な
一
節
に
、
人
間
は
七
十
歳
で
道
徳
や
理
に
違
う
こ
と
は
な
く
な
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
歌
は
そ
の
よ
う
な

人
間
が
規
範
を
逸
脱
し
て
し
ま
う
こ
と
を
憂
え
た
も
の
。
自
制
を
促
す
心
の
番
人
を
望
む
作
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

（
倉
島
実
里
）

５０６
み
や
こ
に
と
出
た
つ
袖
の
に
し
き
に
も
め
と
ま
る
け
ふ
の
関
む
か
へ
哉

関
屋
巻
云
、
袖
口
、
物
の
色
あ
ひ
な
と
も
、
も
り
出
て
見
え
た
る
、
ゐ
な
か
ひ
す
よ
し
あ
り
て
云
々
。
か
の
む
か
し
の
小
君
、
い

ま
は
右
衛
門
の
す
け
な
る
を
め
し
よ
せ
て
、「
け
ふ
の
御
関
む
か
へ
は
、
え
思
ひ
す
て
た
ま
は
し
」
な
と
の
た
ま
ふ
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
九
三
八
番
。
源
氏
物
語
、
関
屋
巻
、
三
六
〇
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

都
へ
向
か
っ
て
き
た
車
か
ら
こ
ぼ
れ
る
袖
の
色
合
い
に
も
目
が
と
ま
る
、
今
日
の
関
迎
え
で
あ
る
こ
と
よ
。

関
屋
の
巻
に
よ
る
と
、
車
の
下
簾
か
ら
袖
口
や
襲
の
色
合
い
な
ど
も
こ
ぼ
れ
出
て
見
え
る
が
、
そ
の
有
様
は
田
舎
び
ず
風
情
が
あ

っ
て
云
々
。
あ
の
昔
の
小
君
、
今
は
右
衛
門
佐
に
な
っ
て
い
る
の
を
（
源
氏
は
）
お
呼
び
寄
せ
に
な
っ
て
、「
今
日
わ
た
し
が
関

ま
で
お
迎
え
に
出
た
こ
と
を
、
い
い
か
げ
ん
に
は
お
思
い
捨
て
に
は
な
れ
ま
い
」
な
ど
と
伝
言
な
さ
る
。

﹇
考
察
﹈
関
屋
の
巻
は
、
夫
の
伊
予
介
と
任
国
か
ら
帰
京
す
る
空
蝉
と
、
石
山
寺
へ
参
詣
す
る
源
氏
が
、
偶
然
に
出
会
う
場
面
。
当
歌
は
、

源
氏
の
視
線
か
ら
、
空
蝉
が
乗
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
女
車
か
ら
こ
ぼ
れ
て
見
え
る
袖
口
の
色
の
あ
ざ
や
か
さ
を
詠
ん
だ
も
の
。

― ２０３ ―
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（
藤
原
崇
雅
）

関
屋

５０７
あ
ふ
さ
か
の
花
と
そ
み
ゆ
る
関
や
よ
り
こ
ほ
れ
出
た
る
旅
の
よ
そ
ひ
は

同
巻
云
、
霜
か
れ
の
草
村
�
�
を
か
し
う
見
え
わ
た
る
に
、
関
や
よ
り
、
さ
と
は
つ
れ
出
た
る
旅
す
か
た
と
も
の
、
色
�
�
の
あ

を
の
つ
き
�
�
し
き
ぬ
い
物
、
く
ゝ
り
染
の
さ
ま
も
、
さ
る
か
た
に
お
か
し
う
み
ゆ
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
一
五
番
。
源
氏
物
語
、
関
屋
巻
、
三
六
〇
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

関
守
の
番
小
屋

逢
坂
の
花
の
よ
う
に
見
え
る
な
あ
。
関
所
の
建
物
か
ら
こ
ぼ
れ
出
て
き
た
、
光
源
氏
一
行
の
色
と
り
ど
り
の
装
い
は
。

関
屋
の
巻
に
よ
る
と
、
霜
枯
れ
の
草
が
濃
く
淡
く
一
面
に
美
し
く
見
渡
さ
れ
る
あ
た
り
に
、
関
所
の
建
物
か
ら
さ
っ
と
抜
け
出
し

た
光
源
氏
一
行
の
旅
装
束
の
、
色
と
り
ど
り
の
狩
衣
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
刺
繍
や
絞
り
染
を
ほ
ど
こ
し
た
有
様
も
、
場

所
が
ら
趣
深
く
見
え
る
。

﹇
考
察
﹈
関
屋
の
巻
は
、
霜
枯
れ
の
草
と
、
光
源
氏
一
行
の
色
と
り
ど
り
の
狩
衣
と
の
対
照
を
描
い
た
場
面
。
当
歌
は
、
美
し
い
狩
衣
を

花
に
た
と
え
て
詠
ん
だ
も
の
。

（
藤
原
崇
雅
）

駅

５０８
袖
も
さ
そ
ふ
り
く
る
雨
は
し
の
つ
か
の
む
ま
や
の
鈴
の
さ
よ
ふ
か
き
声

杜
荀
鶴
。
駅
│

路
ノ

鈴
ノ

声
ハ

夜
過
レ

山
ヲ

。

『
三
玉
挑
事
抄
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注
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延
喜
式
曰
、
駅
鈴
伝
符
。
皆
納
漆
ノ

簾
子
。
主
鈴
与
少
納
言
共
預
奉
行
云
云
。

禁
秘
抄
曰
、
件
ノ

鈴
。
太
タ

有
レ

興
物
也
。
或
六
角
或
八
角
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
一
四
番
。
全
唐
詩
、
秋
宿
臨
江
駅
。
延
喜
式
、
巻
一
二
、
主
鈴
。
禁
秘
抄
、
上
、
大
刀
契
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
全
唐
詩
』
ナ
シ
。『
延
喜
式
』（
国
史
大
系
）「
駅
鈴
伝
符
│
駅
鈴
伝
符
等
」「
漆
簾
子
│
漆
簏
子
」「
奉
行
│

供
奉
」。『
禁
秘
抄
』（
群
書
類
従
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

駅

旅
人
の
袖
も
さ
ぞ
濡
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
雨
の
降
る
な
か
、
篠
塚
の
駅
家
を
夜
更
け
に
行
く
旅
人
の
鈴
の
音
が
聞
こ
え
る
よ
。

杜
荀
鶴
の
詩
。
馬
に
つ
け
た
鈴
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、
旅
人
が
夜
に
山
を
過
ぎ
て
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。

は
こ

『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
駅
鈴
や
伝
符
は
す
べ
て
漆
の
簏
に
納
め
、
主
鈴
が
少
納
言
と
共
に
奉
行
に
預
け
る
。

『
禁
秘
抄
』
に
よ
る
と
、
件
の
鈴
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
六
角
の
も
の
も
八
角
の
も
の
も
あ
る
。

﹇
考
察
﹈
杜
荀
鶴
の
詩
は
『
和
漢
朗
詠
集
』（
下
、
山
水
、
五
〇
二
番
）、『
千
載
佳
句
』（
行
旅
）
に
も
収
め
ら
れ
、
本
文
異
同
は
な
い
。

当
歌
は
、
雨
に
降
ら
れ
な
が
ら
、
鈴
の
音
を
響
か
せ
て
夜
更
け
に
行
く
旅
人
を
気
づ
か
っ
て
詠
ん
だ
も
の
。「
ふ
り
く
る
」
の
「
ふ
り
」

う
ま
や

は
、
雨
が
「
降
る
」
と
鈴
を
「
振
る
」
の
掛
詞
。「
篠
塚
の
駅
家
」
は
三
河
の
国
に
あ
っ
た
東
海
道
の
古
駅
。

﹇
参
考
﹈『
延
喜
式
』
の
「
漆
簾
子
」
は
、
国
史
大
系
『
延
喜
式
』
の
本
文
「
漆
簏
子
」
に
よ
り
訳
し
た
。

（
増
井
里
美
）

名
所
汀

５０９
あ
か
し
か
た
貝
や
ひ
ろ
は
ん
月
清
き
な
き
さ
は
い
せ
の
海
な
ら
ね
と
も
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明
石
巻
云
、
い
せ
の
海
な
ら
ね
と
、「
清
き
な
き
さ
に
貝
や
ひ
ろ
は
む
」
な
と
、
声
よ
き
人
に
う
た
は
せ
て
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
九
六
番
。
源
氏
物
語
、
明
石
巻
、
二
四
三
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

名
所
の
汀

明
石
潟
で
貝
を
拾
お
う
。
こ
の
月
の
清
ら
か
な
渚
は
、
伊
勢
の
海
で
は
な
い
け
れ
ど
。

明
石
の
巻
に
よ
る
と
、
こ
こ
は
伊
勢
の
海
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、「
清
き
渚
に
貝
や
拾
は
む
」
と
、
声
の
よ
い
人
に
歌
わ
せ
て
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
明
石
で
光
源
氏
た
ち
が
演
奏
し
な
が
ら
催
馬
楽
「
伊
勢
の
海
」
を
謡
っ
て
い
る
場
面
を
踏
ま
え
た
も
の
。

し
ほ
が
ひ

﹇
参
考
﹈「
伊
勢
の
海
の

清
き
渚
に

潮
間
に

な
の
り
そ
や
摘
ま
む

貝
や
拾
は
む
や

玉
や
拾
は
む
や
」（
催
馬
楽
「
伊
勢
海
」）

（
増
井
里
美
）

滝
水

５１０
朝
日
影
に
ほ
ふ
け
ふ
り
の
紫
に
く
だ
け
て
か
ゝ
る
滝
の
し
ら
糸

李
白
、
廬
山
瀑
メ

布
詩
。
日
照
二

香
炉
一

生
二

紫
煙
一

、
遙
看
瀑
布
掛
長
川
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
二
七
番
。
李
白
「
望
廬
山
瀑
布
」。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
漢
詩
大
系

李
白
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

滝
水

朝
日
が
輝
い
て
紫
の
も
や
が
立
ち
昇
る
な
か
、
し
ぶ
き
が
砕
け
て
掛
か
る
滝
の
白
糸
よ
。

も
や

李
白
「
廬
山
の
瀑
布
」
詩
。
日
の
光
は
香
炉
峰
を
照
ら
し
て
紫
の
煙
を
生
じ
て
お
り
、
そ
の
中
腹
に
瀑
布
が
長
い
川
の
よ
う
に
掛

か
っ
て
い
る
の
が
遙
か
に
見
え
る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
李
白
の
詩
を
踏
ま
え
て
、
朝
靄
の
中
に
滝
が
流
れ
落
ち
る
様
を
詠
ん
だ
も
の
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
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（
太
井
裕
子
）

山
中
瀧
音

５１１
を
の
つ
か
ら
耳
を
そ
あ
ら
ふ
塵
の
世
は
雲
井
の
み
ね
の
滝
つ
し
ら
波

高
士
伝
曰
、
巣
│

父
ハ

尭
│

時
ノ

隠
│

人
也
。
尭
譲
二

許
由
一

也
。
由
以
告
二

巣
父
一

曰
云
云
。
許
│

由
悵
│

然
ト
シ
テ

不
二

自
│

得
一

乃
遇
二

清
冷
之

水
一

洗
二

其
耳
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
〇
五
〇
番
。『
高
士
伝
』
巻
上
、
巣
父
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
高
士
伝
』（
四
庫
全
書
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

山
中
の
瀧
の
音

許
由
の
よ
う
に
自
ら
耳
を
洗
お
う
。
塵
に
ま
み
れ
た
こ
の
世
の
こ
と
は
、
天
上
の
山
に
あ
る
滝
の
白
波
の
よ
う
に
知
ら
ず
し
て
。

高
士
伝
に
よ
る
と
、
巣
父
は
尭
の
時
代
の
隠
人
で
あ
る
。
尭
は
（
己
の
天
下
を
）
許
由
に
譲
ろ
う
と
し
た
。
許
由
は
そ
の
こ
と
を

巣
父
に
相
談
し
た
云
々
。
許
由
は
悵
然
と
し
て
自
惚
れ
る
こ
と
な
く
、
清
ら
か
に
澄
ん
だ
水
で
そ
の
耳
を
洗
っ
た
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
洗
レ

耳
」
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
す
さ
ん
だ
世
を
厭
い
、
流
れ
る
水
で
耳
を
洗
う
こ
と
で
俗
世
間
か
ら
抜
け
出
し
た
い

と
い
う
心
情
を
詠
っ
た
も
の
。「
白
波
」
に
「
知
ら
ず
」
の
意
を
掛
け
る
。

（
玉
越
雄
介
）

山
中
瀧
水

５１２
あ
ま
の
川
せ
き
入
て
雲
の
お
と
す
か
と
水
上
し
ら
ぬ
山
の
た
き
つ
せ

李
白
。
飛
│

流
真
│

下
三
千
尺
、
疑
ク
ハ
│

是
銀
│

河
ノ

落
ツ
ル
カ
ト

二

九
天
ヨ
リ
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
九
四
〇
番
。
李
白
「
望
廬
山
瀑
布
」。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
漢
詩
大
系

李
白
』
ナ
シ
。
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﹇
訳
﹈

山
中
の
瀧
の
水

空
に
流
れ
る
天
の
川
の
水
を
せ
き
止
め
て
、
雲
の
上
か
ら
落
と
し
て
い
る
の
か
と
疑
う
ほ
ど
、
ど
こ
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
か
分
か

ら
な
い
、
山
中
の
滝
で
あ
る
な
あ
。

李
白
の
詩
。
滝
が
三
千
尺
の
高
さ
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
下
っ
て
い
る
有
様
は
、
ま
る
で
銀
河
が
大
空
か
ら
落
ち
て
い
る
の
か
と
疑
う

ほ
ど
だ
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
５１０
番
歌
の
出
典
に
続
く
漢
詩
を
踏
ま
え
て
、
山
中
の
滝
を
廬
山
に
流
れ
る
滝
に
見
立
て
た
も
の
。

（
玉
越
雄
介
）

布
引
滝

柏
５１３
雲
き
り
の
空
に
つ
ゝ
み
て
白
き
ぬ
の
は
た
は
り
せ
は
き
布
引
の
瀧

い
せ
物
語
の
詞
、
秋
の
部
に
見
え
た
り
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
九
七
番
。
伊
勢
物
語
、
八
七
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

布
引
の
滝

雲
や
霧
が
天
空
を
覆
う
よ
う
に
、
滝
の
岩
肌
を
包
ん
で
流
れ
落
ち
る
布
引
の
滝
は
、
幅
の
狭
い
白
絹
が
た
な
び
い
て
い
る
よ
う
だ
。

伊
勢
物
語
の
文
章
は
、
秋
の
部
に
見
え
る
。（
２２０
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
八
七
段
で
は
布
引
の
滝
を
「
長
さ
二
十
丈
、
広
さ
五
丈
ば
か
り
な
る
石
の
お
も
て
、
白
絹
に
岩
を
つ
つ
め
ら
む
や

う
に
な
む
あ
り
け
る
」
と
し
て
、
岩
を
白
絹
で
お
お
っ
て
包
ん
だ
よ
う
だ
と
す
る
。
当
歌
は
そ
の
景
色
を
踏
ま
え
て
、
天
に
た
な
び
く

白
絹
の
よ
う
な
布
引
の
滝
の
美
し
さ
を
詠
ん
だ
も
の
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
一
）
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柏

﹇
参
考
﹈
布
引
滝

２２０
く
れ
ゆ
か
は
い
さ
此
山
に
待
出
ん
月
の
ひ
か
り
も
布
引
の
滝

い
せ
物
語
。「
い
さ
、
こ
の
山
の
か
み
に
あ
り
と
い

ふ
ぬ
の
引
の
瀧
、
見
に
の
ほ
ら
ん
」
と
い
ひ
て
。

（
玉
越
雄
介
）

辰
市

５１４
月
も
日
も
は
か
な
く
て
の
み
辰
の
市
玉
に
も
か
へ
む
影
に
や
は
あ
ら
ぬ

淮
南
子
曰
、
聖
人
不
シ
テ
レ

貴
ヒ二

尺
ノ

之
璧
ヲ一

而
重
ス二

寸
之
陰
ヲ一

。
時
ハ

難
シ
テ
レ

得
而
易
ケ
レ
ハ

レ

失
ヒ

也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
二
二
七
番
。
淮
南
子
、
五
七
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

淮
南
子
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

辰
の
市

た

月
も
日
も
た
だ
む
な
し
く
経
つ
の
だ
か
ら
、
辰
の
市
で
宝
玉
に
も
取
り
替
え
ら
れ
る
光
陰
は
売
ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

淮
南
子
に
よ
る
と
、
聖
人
が
一
尺
の
玉
を
貴
ぶ
こ
と
な
く
、
一
寸
の
光
陰
を
重
ん
ず
る
の
は
、
時
の
得
難
く
、
ま
た
失
い
易
い
こ

と
に
よ
る
。

﹇
考
察
﹈『
淮
南
子
』
の
巻
一
「
原
道
訓
」
は
、
時
節
を
逃
さ
ず
臨
機
応
変
に
行
動
す
る
こ
と
で
他
者
に
先
ん
ず
る
こ
と
を
説
く
。
辰
の
市

は
大
和
添
上
郡
の
大
安
寺
に
あ
っ
た
古
代
の
市
で
、
辰
の
日
ご
と
に
立
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
当
歌
は
、
何
で
も
売
ら
れ
て
い
る
辰
の
市

な
ら
ば
、
宝
石
に
値
す
る
時
間
も
買
え
る
だ
ろ
う
か
と
詠
む
。「
辰
」
に
「
経
つ
」
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈「
を
し
と
て
も
よ
し
や
月
日
は
辰
の
市
暮
行
く
年
を
春
に
か
へ
て
む
」（
雪
玉
集
、
一
七
七
七
番
）

（
永
田
あ
や
）

橋
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５１５
い
ま
も
世
に
絶
た
る
を
つ
く
道
は
あ
れ
と
わ
た
す
や
か
た
き
く
め
の
岩
は
し

論
語
、
尭
曰
篇
。
興
二

滅
国
、
継
二

絶
タ
ル

世
ヲ一

。

班
固
、
両
都
賦
序
。
興
シレ

廃
タ
ル
ヲ

継
テレ

絶
タ
ル
ヲ

潤
二

色
ス

鴻
│

業
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
四
五
二
番
。
論
語
、
尭
曰
、
四
二
八
頁
。
文
選
、
両
都
賦
序
、
一
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

論
語
』『
新
釈
漢
文
大
系

文
選

賦
篇
上
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

橋

今
で
も
世
の
中
に
は
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
受
け
継
ぐ
手
立
て
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
架
け
る
の
は
難
し
い
の
だ
ろ
う
か
、

久
米
の
岩
橋
は
。

論
語
、
尭
曰
篇
。
滅
び
た
国
を
再
興
し
て
や
り
、
絶
え
た
家
を
継
が
せ
て
家
系
を
復
活
し
て
や
る
。

班
固
、
両
都
賦
序
。
廃
止
さ
れ
た
も
の
を
再
興
し
、
中
絶
し
た
も
の
を
継
続
し
、
偉
大
な
帝
業
を
潤
色
し
て
飾
る
。

﹇
考
察
﹈『
論
語
』
尭
曰
篇
は
、
古
代
の
王
の
伝
を
引
き
な
が
ら
、
国
を
治
め
る
に
あ
た
り
君
主
が
為
す
べ
き
帝
業
を
論
じ
る
。『
文
選
』

「
両
都
賦
序
」
は
、
周
の
成
王
・
康
王
以
降
廃
れ
て
し
ま
っ
た
詩
や
音
楽
の
文
化
を
、
漢
の
武
帝
・
宣
帝
が
制
度
を
整
え
復
活
さ
せ
た

こ
と
を
述
べ
る
。
久
米
の
岩
橋
は
、
役
の
行
者
が
一
言
主
神
に
命
じ
て
大
和
の
久
米
路
に
架
け
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
醜
い
容
貌

を
恥
じ
た
一
言
主
神
が
夜
中
し
か
働
か
な
か
っ
た
た
め
に
完
成
し
な
か
っ
た
橋
。
当
歌
は
、
中
国
の
故
事
に
反
し
て
、
久
米
の
岩
橋
が

未
完
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
詠
む
。

（
永
田
あ
や
）

暁
鶏

『
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５１６
そ
ら
ね
を
も
鳴
て
か
た
ら
へ
暁
の
鳥
を
も
ま
た
ぬ
老
の
ね
さ
め
を

史
記
。
秦
昭
王
、
後
悔
出
孟
嘗
君
、
求
之
、
已
去
。
使
人
馳
伝
逐
之
。
孟
嘗
君
至
関
、
々
法
、
鶏
鳴
而
出
客
。
孟
嘗
君
恐
追
至
。

客
之
居
下
座
者
、
有
能
為
鶏
鳴
。
而
鶏
尽
鳴
。
遂
発
伝
出
。
々
如
食
頃
、
秦
追
果
至
関
。
已
後
孟
嘗
君
出
、
乃
還
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
八
三
〇
番
。
史
記
、
孟
嘗
君
列
伝
第
一
五
、
二
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
新
釈
漢
文
大
系

史
記
』「
使
人
馳
伝
逐
之
│
即
使
人
馳
伝
逐
之
」。

﹇
訳
﹈

暁
の
鶏

寝
た
ふ
り
を
し
て
い
る
人
も
、
起
こ
し
て
語
ら
い
な
さ
い
。
鶏
が
鳴
く
の
も
待
た
な
い
、
老
い
の
寝
覚
め
で
あ
る
こ
と
よ
。

史
記
。
秦
の
昭
王
は
後
に
孟
嘗
君
を
釈
放
し
た
こ
と
を
後
悔
し
、
捜
さ
せ
た
が
も
う
出
発
し
た
あ
と
だ
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
人
を
や

り
駅
伝
の
馬
で
追
わ
せ
た
。
一
方
、
孟
嘗
君
の
一
行
は
関
所
に
着
い
た
が
、
関
所
の
規
則
と
し
て
、
鶏
が
鳴
い
た
ら
旅
行
者
を
通

す
の
で
あ
る
。
孟
嘗
君
は
追
っ
手
の
来
る
の
を
恐
れ
た
。
客
分
の
下
座
に
い
る
者
で
、
鶏
の
鳴
き
声
を
上
手
に
ま
ね
る
者
が
い

た
。
そ
の
声
に
つ
ら
れ
て
鶏
が
い
っ
せ
い
に
鳴
き
出
し
た
。
こ
う
し
て
伝
馬
を
出
発
さ
せ
、
関
所
か
ら
脱
出
し
た
。
出
て
か
ら
間

も
な
く
、
秦
の
追
っ
手
が
関
所
に
た
ど
り
着
い
た
。
だ
が
、
す
で
に
孟
嘗
君
の
出
た
後
だ
っ
た
の
で
、
空
し
く
ひ
き
返
し
た
。

﹇
考
察
﹈
秦
の
昭
王
に
捕
え
ら
れ
た
斉
の
孟
嘗
君
は
釈
放
さ
れ
、
逃
れ
て
夜
半
に
函
谷
関
に
来
た
が
、
そ
こ
に
は
鶏
鳴
ま
で
は
開
門
し
な

い
掟
が
あ
っ
た
の
で
、
鶏
の
鳴
き
真
似
の
上
手
な
食
客
に
鳴
き
声
を
出
さ
せ
、
群
鶏
を
そ
れ
に
和
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
開
門
さ
せ
て
脱

出
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
故
事
。
当
歌
は
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
、
鶏
が
鳴
く
前
に
目
覚
め
て
し
ま
う
孤
独
な
老
人
に
呼
び
か
け

た
も
の
。

（
梅
田
昌
孝
）
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雑
歌
中

５１７
あ
か
つ
き
を
た
か
訓
よ
り
庭
つ
鳥
か
な
ら
す
告
る
物
と
成
け
ん

論
語
、
李
氏
篇
。
嘗
テ

独
リ

立
。
鯉
趨
ツ
テ

而
過
レ

庭
ヲ

。
曰
、「
学
レタ
ル

詩
ヲ

乎
」。
対
テ

曰
、「
未
シ

也
」。「
不
レン
ハ

学
レ

詩
ヲ

、
無
シ二

以
テ

言
」。

鯉
退
テ

而
学
レ

詩
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
四
三
九
番
。
論
語
、
李
氏
第
一
六
、
三
七
〇
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

論
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

雑
歌
の
中

庭
訓
の
故
事
の
よ
う
に
、
同
じ
庭
で
も
鶏
は
誰
か
の
教
え
に
よ
り
、
暁
を
必
ず
告
げ
る
鳥
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

論
語
、
李
氏
編
。
あ
る
時
、
父
（
孔
子
）
が
一
人
で
縁
側
に
立
っ
て
い
る
時
、
私
（
伯
魚
、
鯉
）
が
そ
の
前
を
小
走
り
し
て
父
に

敬
意
を
表
し
な
が
ら
庭
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
父
が
呼
び
止
め
て
、「
鯉
よ
、
お
前
は
詩
を
学
ん
だ
か
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
私
は
、

「
ま
だ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
た
。
す
る
と
父
は
、「
詩
を
学
ば
な
く
て
は
人
と
話
が
で
き
な
い
よ
。
詩
は
人
情
の
発
露
で
あ

り
、
言
葉
が
洗
練
さ
れ
て
耳
ざ
わ
り
の
よ
い
も
の
だ
。
詩
を
学
び
な
さ
い
」
と
仰
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
す
ぐ
引
き
さ
が
り
、
詩
の

勉
強
を
始
め
た
。

﹇
考
察
﹈『
論
語
』
李
氏
編
第
十
六
は
、
伯
魚
（
鯉
）
が
、
庭
を
通
り
過
ぎ
る
時
、
父
（
孔
子
）
か
ら
詩
経
を
学
ぶ
よ
う
に
教
え
ら
れ
、
そ

れ
か
ら
詩
経
の
勉
強
を
始
め
た
、
と
い
う
庭
訓
の
故
事
。
当
歌
は
、
庭
に
て
教
え
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
庭
と
鶏
を
か
け
て
、

鶏
も
誰
か
の
教
え
に
よ
っ
て
暁
を
告
げ
る
鳥
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
推
測
し
た
歌
。

（
梅
田
昌
孝
）

朝
『
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玉
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抄
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柏
５１８
道
を
聞
友
や
な
か
ら
ん
打
む
れ
て
あ
し
た
に
出
る
人
は
有
と
も

里
仁
篇
。
子
曰
、
朝
聞
レ

道
、
夕
死
可
矣
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
五
八
三
番
。
論
語
、
里
仁
篇
、
九
一
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

論
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

朝

道
を
聞
く
仲
間
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
連
れ
だ
っ
て
朝
に
出
発
す
る
人
は
い
る
け
れ
ど
も
（
朝
方
に
道
を
聞
く
友
は
い
な
い
な
あ
）。

論
語
、
里
仁
篇
。
孔
子
が
言
う
に
は
、
も
し
も
朝
方
に
我
々
が
当
然
行
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
人
た
る
の
道
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た

ら
、
か
り
に
そ
の
晩
に
死
ん
だ
と
し
て
も
、
ま
ず
満
足
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
『
論
語
』
里
仁
篇
。
孔
子
の
最
も
偉
大
な
言
葉
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
人
生
の
目
的
は
道
を
聞
い
て
体
得
、
実
現
す

る
こ
と
で
あ
り
、
君
子
た
る
も
の
は
道
を
聞
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
死
ん
で
も
よ
い
と
い
う
意
味
。

（
山
内
彩
香
）

昼

５１９
よ
る
き
て
は
光
な
し
と
や
故
郷
に
に
し
き
も
ひ
る
の
名
を
と
ゝ
む
ら
ん

魏
志
、
張
既
伝
曰
、
既
為
二

雍
│

州
ノ

刺
│

史
ト

。
太
│

祖
謂
レ

既
ニ

曰
、「
還
ル二

君
本
│

州
ニ一

、
可
レ

謂
二

衣
テレ

繍
ヲ

昼
ル

行
ト一

矣
」。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
一
九
六
番
。
三
国
志
、
魏
志
、
巻
一
五
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
三
国
志
』（
和
刻
正
史
本
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

昼

夜
に
故
郷
に
帰
っ
て
は
、
錦
の
輝
き
が
み
え
な
い
（
よ
う
に
、
出
世
し
て
も
故
郷
に
知
ら
せ
な
い
と
甲
斐
が
な
い
）
と
い
う
わ
け
で
、

故
郷
に
錦
を
飾
り
、
名
声
を
残
す
の
だ
ろ
う
か
。

― ２１３ ―
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魏
志
、
張
既
伝
に
よ
る
と
、
既
は
雍
州
の
刺
史
と
な
っ
た
。
太
祖
（
曹
操
）
は
既
に
「
君
は
故
郷
の
州
に
帰
る
が
、
縫
い
と
り
の

あ
る
服
を
着
て
真
昼
に
行
く
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
『
三
国
志
』「
魏
志
」
の
張
既
伝
。
張
既
は
名
門
の
出
で
は
な
か
っ
た
が
、
曹
操
に
付
き
従
い
、
人
民
に
も
慕
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
刺
史
に
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
。「
錦
を
着
て
昼
行
く
」
と
は
、
成
功
し
た
り
出
世
し
た
り
し
た
姿
を
郷
土
の
人
々
に
見
せ

知
ら
せ
る
、
と
い
う
意
味
。「
錦
を
着
て
夜
行
く
」
と
は
、
成
功
し
た
姿
を
見
せ
な
い
と
甲
斐
が
な
い
、
と
い
う
意
味
。「
夜
の
錦
」
と

い
う
歌
語
も
生
ま
れ
た
。

（
山
内
彩
香
）

竹
風
如
雨

５２０
く
れ
竹
の
窓
う
つ
音
は
く
ら
き
雨
の
葉
分
さ
や
け
き
月
の
下
風

白
氏
文
集
。
耿
タ々
ル

残
│

灯
背
レ

壁
影
。
蕭
タ々
ル

暗
│

雨
打
ツレ

窓
ヲ

声
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
七
〇
番
。
白
氏
文
集
、
上
陽
白
髪
人
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
楽
天
全
詩
集

第
一
巻
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

竹
風
、
雨
の
如
し

呉
竹
が
窓
を
打
つ
音
は
、
夜
の
雨
が
窓
に
当
た
る
音
の
よ
う
だ
。
そ
の
呉
竹
の
葉
の
す
き
間
か
ら
、
清
ら
か
な
月
の
光
が
降
り
注
ぎ
、

風
が
吹
き
抜
け
る
こ
と
だ
。

白
氏
文
集
。
か
す
か
で
今
に
も
消
え
そ
う
な
燃
え
残
り
の
灯
は
、
壁
の
向
こ
う
側
に
明
る
い
方
を
向
け
て
部
屋
を
暗
く
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
火
影
が
一
層
頼
り
な
く
寂
し
げ
だ
。
も
の
寂
し
く
暗
夜
に
降
り
し
き
る
雨
の
音
が
、
ひ
と
し
き
り
激
し
く
窓
を
打
っ

て
わ
び
し
い
限
り
だ
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
一
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﹇
考
察
﹈『
白
氏
文
集
』
の
新
楽
府
「
上
陽
白
髪
人
」
は
、
玄
宗
の
宮
女
と
し
て
宮
中
に
入
っ
た
が
、
楊
貴
妃
が
寵
愛
を
受
け
上
陽
宮
に
退

け
ら
れ
数
十
年
を
孤
独
に
過
ご
し
て
き
た
老
女
に
同
情
を
寄
せ
た
詩
。

﹇
参
考
﹈『
白
氏
文
集
』
の
一
節
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』（
秋
夜
、
二
三
三
番
）
に
収
録
。
ま
た
、
雨
は
降
っ
て
い
な
い
の
に
、
雨
音
の
よ
う

に
聞
こ
え
る
と
い
う
趣
は
、「
風
、
枯
木
を
吹
け
ば
晴
の
天
の
雨
。
月
、
平
沙
を
照
ら
せ
ば
夏
の
夜
の
霜
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
夜
、

一
五
〇
番
）
に
あ
る
。

（
山
内
彩
香
）

草
庵
雨

５２１
糸
竹
の
声
の
う
ち
な
る
雨
も
し
れ
草
の
庵
の
よ
る
の
こ
ゝ
ろ
を

陸
務
観
。
遣
レ

檐
ヲ

点
│

滴
如
二

琴
│

筑
一

。

白
氏
。
廬
│

山
ノ

雨
ノ

夜
草
│

庵
ノ

中
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
一
八
九
番
。
錦
繍
段
。
白
氏
文
集
、
巻
一
七
、
八
一
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
刊
錦
繍
段
』『
新
釈
漢
文
大
系

白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

草
庵
の
雨

楽
器
が
ほ
の
か
に
鳴
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
雨
よ
、
ど
う
か
わ
か
っ
て
く
れ
。
夜
、
草
の
庵
に
い
る
私
の
心
を
。

陸
務
観
（
陸
游
）。
檐
を
め
ぐ
り
滴
る
雨
だ
れ
の
音
は
、
管
弦
楽
の
演
奏
の
よ
う
だ
。

白
氏
（
白
居
易
）。
私
は
廬
山
の
雨
の
夜
に
草
堂
の
中
で
、
一
人
寂
し
く
過
ご
し
て
い
る
。

﹇
考
察
﹈
典
拠
の
漢
詩
は
陸
游
「
冬
夜
聴
雨
戯
作
」
第
一
句
と
白
居
易
「
廬
山
草
堂
、
夜
雨
独
宿
、
寄
二

牛
二
・
李
七
・
庾
三
十
二
員

― ２１５ ―
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外
一

」
の
第
四
句
で
、
と
も
に
都
か
ら
離
れ
た
草
庵
で
、
独
り
夜
を
過
ご
し
な
が
ら
詠
ん
だ
も
の
。
当
歌
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
草
庵

で
夜
に
聞
く
楽
器
の
演
奏
の
よ
う
な
雨
音
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
自
ら
の
境
遇
を
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈
陸
游
の
詩
を
収
め
た
『
錦
繍
段
』
は
、
室
町
時
代
の
文
学
僧
で
あ
っ
た
建
仁
寺
の
天
隠
龍
澤
が
、
初
学
者
の
た
め
に
唐
宋
元
時

代
の
代
表
的
詩
人
の
七
言
絶
句
の
中
か
ら
三
百
二
十
四
首
を
選
び
、
門
別
に
編
集
し
て
一
巻
と
し
た
漢
詩
集
。
万
治
元
年
（
一
六
五
八

年
）
刊
を
使
用
。

（
壁
谷
祐
亮
）

潚
湘
夜
雨

５２２
竹
の
は
の
色
染
か
へ
し
な
み
た
を
も
夜
ふ
か
き
雨
の
枕
に
そ
し
る

博
物
志
曰
、
舜
死
、
二
│

妃
涙
│

下
テ

染
レ

竹
ヲ

成
レ

斑
ヲ

。
妃
死
シ
テ

為
二

湘
神
一

。
故
ニ

曰
二

湘
│

妃
竹
ト一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
三
三
六
番
。
円
機
活
法
、
巻
一
二
、
斑
竹
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
円
機
活
法
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

潚
湘
の
夜
の
雨

竹
の
葉
を
染
め
て
し
ま
う
と
い
う
涙
を
雨
の
よ
う
に
流
し
て
い
た
こ
と
を
、
夜
が
更
け
て
か
ら
枕
を
見
て
知
る
こ
と
だ
。

博
物
志
に
よ
る
と
、
舜
が
死
ぬ
と
二
妃
は
涙
を
流
し
竹
を
染
め
て
斑
を
作
っ
た
。
妃
は
死
ん
で
湘
神
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
湘
妃
竹

と
い
う
。

﹇
考
察
﹈
湘
妃
竹
と
い
う
斑
竹
の
異
称
が
で
き
た
故
事
を
踏
ま
え
て
、
当
歌
は
湘
妃
の
涙
が
竹
を
染
め
た
よ
う
に
、
自
分
の
涙
（
紅
涙
か
）

も
枕
を
染
め
た
と
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈『
博
物
志
』
の
本
文
は
「
尭
ノ

之
二
│

女
舜
ノ

之
二
│

妃
ヲ

曰
二

湘
夫
人
ト一

舜
│

崩
シ
テ

二
│

妃
啼
テ

以
レ

涕
ヲ

揮
フレ

竹
ニ

竹
尽
ク│

班
ナ
リ

」
で
あ
り
、
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『
円
機
活
法
』
所
引
と
は
異
な
る
。

（
壁
谷
祐
亮
）

５２３
か
ち
ま
く
ら
と
ま
も
る
雨
や
ふ
る
き
世
を
忍
ふ
る
こ
と
の
音
に
残
る
ら
ん

唐
詩
訓
解
曰
、
雁
至
二

衡
陽
一

而
回
ル

、
即
瀟
│

湘
ノ

之
間
也
。
言
心
ハ

汝
何
事
ニ
シ
テ

而
即
回
ル

。
彼
瀟
│

湘
ノ

之
旁
山
│

水
甚
タ│

美
シ

。
儘
可
二

栖
│

託
一

。
所
二

以
帰
一

者
ハ

、
得
ヤレ

非
下

湘
霊
以
二

二
十
五
絃
弾
ス
ル
ヲ

一レ

月
ニ

汝
不
シ
テ
レ

勝
二

其
ノ

悲
一

而
飛
│

来
ル
ニ
上

耶
。
按
瑟
│

中
有
二

帰
雁
操
一

仲

文
所
レ

賦
湘
│

霊
鼓
レ

瑟
為
二

当
時
一

所
ラ
ル
レ

称
セ

云
云
。

才
子
伝
巻
四
曰
、
起
字
ハ

仲
│

文
、
呉
│

興
ノ

人
。
初
従
二

計
吏
一

、
至
二

京
口
客
舎
一

。
月
│

夜
閑
│

歩
ス

。
聞
三

戸
│

外
有
二

行
│

吟
ノ

声
一

。

哦
シ
テ

曰
、「
曲
│

終
人
不
レ

見
、
江
│

上
数
│

峯
青
シ

」。
凡
再
│

三
往
│

来
、
起
遽
ニ

従
ヘ
ド
モ

レ

之
ニ

、
無
レ

所
レ

見
矣
。
嘗
テ

怪
シ
ム
レ

之
ヲ

。
及
レ

就
二

試
ニ

粉
│

囲
ニ一

。
詩
│

題
乃
湘
霊
鼓
スレ

瑟
ヲ

、
起
輟
就
、
即
以
二

鬼
│

謡
十
字
ヲ一

為
二

落
句
一

。
主
文
季
�
、
深
ク

嘉
│

美
ス

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
三
四
四
番
。
唐
詩
訓
解
、
帰
雁
。
唐
才
子
伝
、
第
四
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
刻
李
袁
先
生
精
選
唐
詩
訓
解
』
ナ
シ
。『
唐
才
子
伝
』（
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）「
嘗
怪
之
│

嘗
怪
異
之
」「
粉
圍
│
粉
�
」。

と
ま

﹇
訳
﹈

船
中
で
寝
て
い
る
と
、
船
を
覆
う
苫
か
ら
漏
れ
る
雨
が
降
る
で
は
な
い
が
、
古
き
世
（
過
ぎ
去
っ
た
日
々
）
を
偲
ぶ
思
い
が
琴

の
音
に
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

唐
詩
訓
解
に
よ
る
と
、
雁
が
衡
陽
に
至
っ
て
（
北
方
へ
）
飛
び
去
る
の
は
、
瀟
水
と
湘
水
の
間
で
の
こ
と
だ
。
こ
れ
は
「
お
前
は

ど
う
し
て
飛
び
去
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
か
の
瀟
水
や
湘
水
の
傍
に
あ
る
山
水
は
た
い
そ
う
美
し
い
の
で
、（
雁

は
帰
ら
ず
に
）
す
べ
て
の
巣
を
一
所
に
託
す
べ
き
な
の
に
雁
が
帰
る
の
は
、（
夫
に
先
立
た
れ
た
）
湘
水
の
女
神
が
二
十
五
絃
の
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瑟
を
月
に
向
か
っ
て
弾
じ
る
と
、
雁
は
そ
の
悲
し
げ
な
音
色
に
耐
え
ら
れ
ず
に
飛
び
去
る
か
ら
で
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
瑟
の

（
曲
の
）
中
に
は
「
帰
雁
操
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
仲
文
が
作
っ
た
「
湘
霊
鼓
瑟
」
の
詩
は
そ
の
当
時
、
称
賛
さ
れ
た
云
々
。

才
子
伝
の
巻
四
に
よ
る
と
、
起
仲
文
は
呉
興
の
人
で
あ
る
。
初
め
て
計
吏
に
従
っ
て
京
口
の
宿
所
に
至
っ
た
。
月
夜
を
静
か
に
歩

い
て
い
る
と
、
戸
外
か
ら
詩
を
吟
じ
る
声
が
聞
こ
え
た
。
そ
の
声
が
吟
じ
る
こ
と
に
は
、「
曲
が
終
わ
る
と
人
は
去
っ
て
見
え
な

く
な
る
が
、
川
の
上
の
山
々
の
峯
は
青
い
ま
ま
で
あ
る
」
と
。
お
よ
そ
往
来
が
あ
る
た
び
に
、
起
は
す
ぐ
さ
ま
付
き
従
っ
て
行
っ

た
が
、（
何
度
行
っ
て
も
声
の
正
体
を
）
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
つ
て
こ
の
こ
と
を
怪
し
ん
だ
。
科
挙
の
試
験
に
及
び
、
詩

題
の
「
湘
霊
鼓
瑟
」
は
起
が
付
け
、（「
曲
終
人
不
見
江
上
数
峯
青
」
の
）
鬼
謡
十
字
を
結
び
の
句
と
し
た
。
主
の
文
季
�
は
、
こ

れ
を
深
く
称
賛
し
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
ふ
る
」
は
「
降
る
」
と
「
古
」、「
こ
と
」
は
「
事
」
と
「
琴
」
の
掛
詞
。
昔
、
黄
帝
は
五
十
弦
の
瑟
を
作
ら
せ
た
が
、
そ
の
音

が
あ
ま
り
に
も
悲
し
か
っ
た
た
め
、
半
分
に
割
っ
て
二
十
五
弦
の
瑟
と
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
そ
の
瑟
を
夫
に
先
立
た
れ
た
湘
水

の
女
神
が
奏
で
る
伝
説
（
５２４
番
歌
、
参
照
）
を
当
歌
は
踏
ま
え
、
悲
し
い
音
色
を
偲
ぶ
。

（
倉
島
実
里
）

平
砂
落
雁

５２４
猶
さ
り
に
か
へ
ら
ん
波
の
み
き
は
か
は
友
よ
ふ
雁
も
こ
ゝ
ろ
有
け
り

ナ
ヲ
サ
リ
ニ

銭
起
。
瀟
湘
何
│

事
等
閑
囘
ル

。
水
│

碧
リ
ニ

沙
│

明
ナ
リ

両
│

岸
ノ

苔
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
三
三
九
番
。
唐
詩
選
、
巻
七
、
帰
雁
、
七
四
二
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

平
砂
の
落
雁
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波
が
打
ち
寄
せ
て
も
、
す
ぐ
に
引
き
返
す
水
際
に
は
、
何
の
心
も
こ
も
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
友
を
呼
ぶ
雁
に
さ
え
、
心
が
こ
も

っ
て
い
る
の
に
。

銭
起
。
瀟
湘
（
瀟
水
と
湘
水
。
洞
庭
湖
に
南
か
ら
流
れ
こ
む
二
つ
の
川
の
こ
と
）
は
水
清
く
砂
白
く
、
両
岸
は
苔
む
し
て
、
ま
こ

と
に
き
れ
い
な
と
こ
ろ
な
の
に
、
雁
は
な
ぜ
そ
れ
を
な
お
ざ
り
に
見
棄
て
て
、
北
へ
飛
び
帰
る
の
だ
ろ
う
か
。

﹇
考
察
﹈
銭
起
（
唐
代
の
詩
人
）
の
詩
の
続
き
は
、「
二
十
五
絃
弾
二

夜
月
一

。
不
レ

勝
二

清
怨
一

卻
飛
来
」（
二
十
五
絃
、
夜
月
に
弾
ず
れ
ば
、

た

か
へ

清
怨
に
勝
へ
ず
し
て
卻
っ
て
飛
び
来
た
る
）
で
、
夫
舜
帝
の
死
に
よ
り
湘
水
に
身
を
投
げ
て
湘
水
の
女
神
と
な
っ
た
二
人
の
妃
、
娥
皇

と
女
英
が
二
十
五
絃
の
瑟
を
月
夜
に
奏
で
る
と
、
そ
の
清
く
哀
れ
な
音
に
堪
え
か
ね
て
、
雁
は
北
方
へ
帰
っ
て
し
ま
う
と
詠
ん
だ
。
当

歌
は
、
雁
に
は
心
が
あ
る
の
に
、
す
ぐ
に
引
き
返
す
波
に
も
、
ま
た
波
を
引
き
留
め
な
い
水
際
に
も
心
が
な
い
と
捉
え
た
。（

藤
原
崇
雅
）

烟
寺
晩
鐘

５２５
世
の
中
を
お
と
ろ
く
へ
く
は
沖
つ
波
か
ゝ
る
所
の
い
り
あ
ひ
の
か
ね

須
磨
の
巻
に
、
又
な
く
あ
は
れ
な
る
物
は
、
か
ゝ
る
所
の
秋
也
け
り
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
三
四
三
番
。
源
氏
物
語
、
須
磨
巻
、
一
九
九
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

か
す
ん
で
見
え
る
寺
の
晩
鐘

こ
の
世
で
、
は
っ
と
し
て
気
づ
く
も
の
は
、
沖
か
ら
打
ち
寄
せ
て
か
か
る
、
こ
の
よ
う
な
所
の
晩
鐘
で
あ
る
よ
。

須
磨
の
巻
に
よ
る
と
、
ま
た
と
な
く
心
に
し
み
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
所
（
須
磨
）
の
秋
で
あ
っ
た
な
あ
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
源
氏
が
須
磨
で
暮
ら
し
て
い
る
場
面
。
当
歌
は
、
こ
の
よ
う
な
所
（
須
磨
）
に
か
か
る
波
に
、
晩
鐘
を
重
ね
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合
わ
せ
て
詠
ん
だ
も
の
。「
か
か
る
」
は
波
が
掛
か
る
と
、「
か
か
る
所
」（
こ
の
よ
う
な
所
）
の
掛
詞
。

（
藤
原
崇
雅
）

晴
後
遠
水

柏
５２６
波
間
よ
り
朝
日
さ
し
き
て
な
こ
り
な
き
よ
る
の
う
し
ほ
の
遠
か
た
の
空

朗
詠
集
。
低
翅
沙
鴎
潮
落
時
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
七
〇
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
春
、
暮
春
、
四
六
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
和
漢
朗
詠
集
』「
時
│
暁
」。

﹇
訳
﹈

晴
れ
た
後
の
遠
水

波
の
間
か
ら
朝
日
が
差
し
込
ん
で
き
て
、
夜
の
満
ち
潮
が
あ
と
か
た
も
残
っ
て
い
な
い
、
穏
や
か
な
遠
方
の
空
よ
。

和
漢
朗
詠
集
。
羽
を
お
さ
め
て
下
り
た
っ
た
砂
上
の
鴎
は
、
潮
の
引
い
た
時
に
遊
ん
で
い
る
。

﹇
参
考
﹈
典
拠
は
『
菅
家
文
草
』「
晩
春
遊
松
山
館
」
の
頸
聯
で
、
本
文
は
「
低
翅
沙
鴎
潮
落
暮
」。

（
増
井
里
美
）

煙

５２７
聞
わ
た
る
ま
よ
ひ
を
誰
に
は
る
け
ま
し
ふ
し
の
烟
の
た
ち
も
た
ゝ
す
も

古
今
序
。
い
ま
は
ふ
し
の
山
も
け
ふ
り
た
ゝ
す
な
り
、
な
か
ら
の
は
し
も
つ
く
る
な
り
と
き
く
人
は
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
一
九
五
番
。
古
今
集
、
仮
名
序
、
二
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
た
ち
│
た
つ
」。『
古
今
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

煙
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三
玉
挑
事
抄
』
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聞
き
続
け
て
い
る
迷
い
を
誰
に
打
ち
明
け
れ
ば
、
晴
ら
せ
よ
う
か
。
富
士
の
煙
が
立
つ
か
立
た
ず
か
、
の
件
も
。

古
今
集
の
仮
名
序
。
今
は
富
士
の
山
も
煙
が
立
た
な
く
な
り
、
長
柄
の
橋
も
つ
く
る
と
聞
く
人
は
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
古
今
集
』
仮
名
序
は
、
和
歌
が
衰
退
し
た
こ
と
を
嘆
く
部
分
で
、
古
は
「
富
士
の
煙
に
よ
そ
へ
て
人
を
恋
ひ
」
て
い
た
の
に
、

「
今
は
富
士
の
山
も
煙
立
た
ず
な
り
、
長
柄
の
橋
も
つ
く
る
」
と
い
う
表
現
を
踏
ま
え
た
も
の
。
当
歌
の
「
聞
き
わ
た
る
ま
よ
ひ
」
は
、

冷
泉
流
と
二
条
流
の
解
釈
の
相
違
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

﹇
参
考
﹈「
ふ
し
の
山
も
け
ふ
り
た
ゝ
す
」
の
「
た
ゝ
す
」、「
な
か
ら
の
は
し
も
つ
く
る
」
の
「
つ
く
る
」
は
、
冷
泉
家
と
二
条
家
で
解
釈

が
分
か
れ
、『
了
俊
歌
学
書
』
に
よ
る
と
、
冷
泉
家
は
「
立
た
ず
」「
作
る
」、
二
条
家
は
「
絶
た
ず
」「
尽
く
る
」
の
説
を
と
る
。

（
増
井
里
美
）

灯

５２８
お
も
ふ
と
ち
ま
れ
の
ま
と
ゐ
は
久
か
た
の
日
影
に
つ
き
て
む
か
ふ
と
も
し
ひ

進
学
解
。
焚
二

膏
油
一

以
継
レ

晷
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
〇
四
番
。
進
学
解
、
一
〇
二
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

唐
宋
八
大
家
文
読
本

一
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

灯

親
し
い
者
同
士
、
た
ま
に
集
ま
る
と
、
昼
の
日
の
光
に
続
い
て
夜
の
闇
を
照
ら
す
灯
を
囲
ん
で
話
し
続
け
る
の
だ
。

進
学
解
。
膏
油
を
焚
い
て
、
昼
に
継
い
で
夜
も
読
書
し
て
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
進
学
解
」
は
、
博
士
が
昼
に
続
い
て
勉
強
す
る
た
め
に
、
夜
、
膏
油
を
焚
い
て
学
問
を
す
る
こ
と
を
、
学
生
が
述
べ
た
箇
所
。

― ２２１ ―
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（
増
井
里
美
）

狩
猟

５２９
沢
に
み
ち
山
を
わ
た
り
て
み
か
り
す
る
け
ふ
の
え
物
や
雨
と
ふ
る
ら
ん

カ
リ
ス

ヲ
ホ
ヘ
リ

子
虚
賦
曰
、
王
駕
二

車
千
│

乗
ニ一

、
選
二

徒
萬
│

騎
一

、
畋
二

於
海
浜
一

。
列
卒
満
レ

沢
ニ

、
罘
網
弥
レ

山
ヲ

云
云
。
弓
不
二

虚
ク│

発
タ一

、
中
ル
ト
キ
ハ

エ
モ
ノ

フ
ラ
ス
カ

必
ス

決
レ

眦
ヲ

、
洞
レ

胸
ヲ

達
シ
テ
レ

掖
ヲ

、
絶
ツ二

乎
心
ノ

繫
ヲ一

。
獲
若
クレ

雨
レ

獸
ヲ

、
�
ヒレ

草
ヲ

蔽
ク
ス
レ

地
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
〇
七
四
番
。
文
選
、
子
虚
賦
、
七
六
・
八
〇
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

文
選
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

狩
猟

士
卒
達
は
沢
に
あ
ふ
れ
、
山
を
駆
け
て
御
狩
り
を
さ
れ
る
。
今
日
の
獲
物
は
、
雨
の
よ
う
に
降
り
積
も
る
だ
ろ
う
か
。

子
虚
賦
に
よ
る
と
、
斉
王
は
千
台
の
馬
車
を
し
た
て
、
万
人
の
騎
兵
を
よ
り
す
ぐ
り
、
海
岸
地
帯
で
狩
り
を
さ
れ
た
。
士
卒
た
ち

は
谷
間
に
あ
ふ
れ
、
獣
を
狩
る
網
は
山
々
を
覆
い
尽
く
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
云
々
。
弓
か
ら
放
た
れ
た
矢
は
す
べ
て
命
中
し
、
あ
た

れ
ば
必
ず
、
眼
の
ふ
ち
を
え
ぐ
り
、
胸
を
貫
き
、
腋
の
下
へ
抜
け
、
心
臓
の
脈
を
断
ち
切
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
殺
さ
れ
た

獣
の
死
骸
は
、
そ
こ
こ
こ
に
散
ら
ば
り
、
天
か
ら
降
っ
て
き
た
か
の
よ
う
で
あ
り
、
草
も
地
面
も
覆
い
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
。

﹇
考
察
﹈「
子
虚
賦
」
の
前
半
で
は
、
楚
国
の
子
虚
が
、
斉
の
国
に
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
際
に
、
斉
王
に
よ
っ
て
も
て
な
さ
れ
、
共
に

狩
猟
に
出
掛
け
た
際
の
出
来
事
を
語
る
。
後
半
で
は
、
斉
王
が
子
虚
に
楚
王
の
狩
り
の
様
子
を
語
る
よ
う
に
頼
ん
だ
の
で
、
子
虚
が
楚

王
の
狩
り
の
様
子
を
語
っ
た
箇
所
。
当
歌
は
、
斉
王
と
楚
王
の
壮
大
な
狩
り
の
様
子
を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
も
の
。

（
太
井
裕
子
）

寄
木
雑

『
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玉
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抄
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５３０
宿
り
け
ん
跡
な
つ
か
し
み
世
々
へ
て
も
き
る
こ
と
な
し
の
影
あ
ふ
く
也

詩
経
。
蔽
│

芾
タ
ル

甘
│

棠
、
勿
レ

翦
ル
コ
ト

勿
レ

伐
ツ
コ
ト

、
召
│

伯
カ

所
レ

�
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
三
六
五
番
。
詩
経
、
周
南
、
四
九
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

詩
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

木
に
寄
せ
る
雑
歌

昔
、
召
伯
が
泊
ま
っ
た
跡
を
今
で
も
偲
ぶ
の
で
、
幾
代
に
渡
っ
て
も
伐
ら
れ
る
こ
と
な
く
生
い
茂
る
樹
の
影
を
仰
ぐ
こ
と
よ
。

き

き

や
ど

詩
経
。
こ
ん
も
り
茂
っ
た
カ
タ
ナ
シ
の
木
。
翦
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
伐
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
召
伯
さ
ま
が
�
ら
れ
た
と
こ
ろ
。

﹇
考
察
﹈
西
周
の
宣
王
の
時
、
江
漢
の
地
に
淮
夷
を
伐
ち
、
南
方
諸
国
を
平
定
し
た
召
伯
虎
が
、
甘
棠
（
カ
タ
ナ
シ
の
木
）
の
下
で
野
宿

を
し
た
こ
と
か
ら
、
甘
棠
は
聖
な
る
樹
木
と
さ
れ
、
損
な
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
太
井
裕
子
）

野
行
幸

５３１
か
ら
こ
ろ
も
み
こ
し
と
ゝ
め
て
ぬ
き
か
ふ
る
狩
の
よ
そ
ひ
も
花
を
折
け
り

行
幸
巻
云
、
か
く
て
野
に
お
は
し
ま
し
つ
き
て
、
み
こ
し
と
ゝ
め
、
上
達
部
の
ひ
ら
は
り
に
物
ま
ゐ
り
、
御
装
束
と
も
、
狩
の
御

よ
そ
ひ
な
と
に
改
め
た
ま
ふ
程
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
三
〇
四
番
。
源
氏
物
語
、
行
幸
巻
、
二
九
二
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
承
応
』『
湖
月
抄
』「
狩
│
な
を
し
か
り
」。

﹇
訳
﹈

野
辺
の
行
幸

御
輿
を
と
ど
め
、
美
し
い
衣
を
脱
い
で
着
替
え
た
狩
衣
の
装
い
も
ま
た
、
華
や
か
で
あ
る
な
あ
。

― ２２３ ―
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行
幸
の
巻
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
帝
は
大
原
野
に
ご
到
着
あ
そ
ば
し
て
、
御
輿
を
と
ど
め
、
上
達
部
た
ち
が
平
張
の
中
で
食
事
を

な
さ
り
、
御
装
束
を
狩
衣
な
ど
の
装
い
に
お
着
替
え
に
な
る
こ
ろ
云
々
。

（
梅
田
昌
孝
）

物
語

５３２
お
も
ひ
と
け
は
誠
し
か
ら
ぬ
世
か
た
り
も
た
ゝ
い
ひ
な
し
に
そ
ふ
あ
は
れ
哉

蛍
巻
云
、「
さ
て
も
此
い
つ
は
り
と
も
の
中
に
、
け
に
さ
も
あ
ら
ん
と
あ
は
れ
を
み
せ
、
つ
き
�
�
し
う
つ
ゝ
け
た
る
、
は
た
、

は
か
な
し
こ
と
ゝ
し
り
な
か
ら
、
い
た
つ
ら
に
心
う
こ
き
、
ら
う
た
け
な
る
姫
君
の
物
お
も
へ
る
見
る
に
か
た
こ
ゝ
ろ
つ
く
か

し
」
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
一
五
番
。
源
氏
物
語
、
蛍
巻
、
二
一
一
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

物
語

よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
本
当
の
こ
と
で
は
な
い
物
語
も
、
ま
っ
た
く
そ
れ
ら
し
く
言
い
こ
し
ら
え
て
あ
る
の
で
、
感
慨
深
さ
を
覚
え

て
し
ま
う
な
あ
。

蛍
の
巻
に
よ
る
と
、「
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
数
々
の
作
り
ご
と
の
な
か
に
、
な
る
ほ
ど
そ
ん
な
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
し
み

じ
み
人
の
心
を
誘
い
、
も
っ
と
も
ら
し
く
言
葉
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
と
、
根
も
葉
も
な
い
こ
と
と
分
か
っ
て
は
い
な
が
ら
も
、
わ

け
も
な
く
興
を
そ
そ
ら
れ
、
い
か
に
も
い
た
わ
し
そ
う
に
し
て
い
る
姫
君
が
物
思
い
に
沈
ん
で
い
る
有
様
を
見
る
と
、
や
は
り
何

ほ
ど
か
は
心
が
ひ
か
れ
る
も
の
で
す
よ
」
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
物
語
を
読
み
ふ
け
っ
て
い
る
玉
鬘
を
光
源
氏
が
見
て
、
自
身
の
物
語
に
対
す
る
考
え
を
語
っ
た
場
面
。
光
源

『
三
玉
挑
事
抄
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注
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雑
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）
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氏
は
、
物
語
は
作
り
事
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
人
の
心
を
と
き
め
か
せ
る
と
い
う
点
で
は
、
心
ひ
か
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
評
し
て
い

る
。
当
歌
も
、
源
氏
の
発
言
を
踏
ま
え
る
。

（
梅
田
昌
孝
）

野
酌

５３３
ま
た
た
く
ひ
な
き
さ
の
花
の
名
残
ま
て
あ
か
ぬ
か
た
野
の
春
の
盃

い
せ
物
語
云
、
狩
り
は
念
比
に
も
せ
て
、
さ
け
を
の
み
の
み
つ
ゝ
、
や
ま
と
歌
に
か
ゝ
れ
り
け
り
。
い
ま
狩
す
る
交
野
の
な
き
さ

の
家
、
其
院
の
さ
く
ら
、
こ
と
に
面
白
し
。
そ
の
木
の
本
に
を
り
ゐ
て
、
枝
を
折
て
、
か
さ
し
に
さ
し
て
、
か
み
、
中
、
し
も
、

皆
歌
よ
み
け
り
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
四
三
番
。
伊
勢
物
語
、
八
二
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編
全
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

野
酌

他
に
比
類
な
き
渚
の
家
に
咲
く
桜
の
花
が
散
っ
て
し
ま
う
、
そ
の
名
残
り
さ
え
飽
き
足
り
ず
に
愛
で
る
、
交
野
の
春
の
酒
宴
で
あ
る
こ

と
よ
。伊

勢
物
語
に
よ
る
と
、
鷹
狩
は
そ
う
熱
心
に
も
し
な
い
で
、
も
っ
ぱ
ら
酒
を
飲
ん
で
は
、
和
歌
を
詠
む
の
に
熱
を
い
れ
て
い
た
。

い
ま
鷹
狩
を
す
る
交
野
の
渚
の
家
、
そ
の
院
の
桜
は
と
り
わ
け
趣
が
あ
る
。
そ
の
桜
の
木
の
も
と
に
馬
か
ら
下
り
て
、
桜
の
枝
を

折
り
、
髪
の
飾
り
に
挿
し
て
、
上
、
中
、
下
の
人
々
が
み
な
、
歌
を
詠
ん
だ
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
八
二
段
は
、
文
徳
天
皇
の
第
一
子
で
あ
る
惟
喬
親
王
が
、
右
の
馬
の
頭
（
在
原
業
平
か
）
を
連
れ
て
水
無
瀬
の
離

宮
か
ら
交
野
へ
と
狩
り
へ
で
か
け
、
渚
の
院
で
酒
宴
を
開
い
て
桜
を
愛
で
つ
つ
皆
で
歌
を
詠
み
合
う
場
面
。
交
野
は
平
安
時
代
、
皇
室

― ２２５ ―
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の
狩
猟
地
で
あ
っ
た
。
当
歌
の
「
な
き
さ
」
に
「
渚
」
と
「（
た
ぐ
ひ
）
無
き
」
を
掛
け
る
。

（
永
田
あ
や
）

厚

５３４
さ
む
き
夜
に
ぬ
き
し
は
さ
そ
な
世
に
お
ほ
ふ
恵
も
あ
つ
き
み
け
し
成
け
ん

十
訓
抄
云
、
一
条
院
は
冬
夜
、
御
衣
を
脱
て
、「
四
海
の
民
を
お
も
ひ
や
る
に
、
わ
れ
ひ
と
り
あ
た
ゝ
か
な
る
へ
か
ら
す
」
と
そ

仰
せ
ら
れ
け
る
。
こ
れ
又
、
賢
王
聖
主
の
あ
ま
ね
き
御
恵
を
、
黎
元
黔
首
ま
て
に
及
し
た
ま
ふ
事
、
古
今
、
不
替
故
也
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
一
二
一
番
。
十
訓
抄
、
一
ノ
一
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編
全
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

厚

（
一
条
院
が
）
寒
い
夜
に
お
脱
ぎ
に
な
っ
た
衣
は
、
天
下
を
包
み
込
む
慈
悲
の
恵
み
も
深
い
よ
う
に
、
厚
い
お
召
し
物
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。十

訓
抄
に
よ
る
と
、
一
条
院
は
冬
の
寒
い
夜
に
御
衣
を
脱
い
で
「
世
の
中
の
民
の
こ
と
を
思
い
や
れ
ば
、
私
一
人
だ
け
が
暖
か
く

し
て
い
ら
れ
よ
う
か
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
賢
王
聖
主
と
い
わ
れ
る
方
々
が
、
そ
の
余
す
と
こ
ろ
な
い
お
恵
み
を
黎

元
黔
首
と
い
わ
れ
る
下
々
の
人
々
ま
で
及
ぼ
し
な
さ
っ
た
こ
と
で
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
「
あ
つ
き
」
は
、「
恵
も
あ
つ
き
」（
恵
み
も
深
い
）
と
「
あ
つ
き
み
け
し
」（
厚
い
お
召
し
物
）
の
掛
詞
。（

玉
越
雄
介
）

寄
市
雑

５３５
よ
も
の
民
わ
か
大
君
の
市
に
出
て
ひ
ろ
き
め
く
み
を
う
る
も
か
し
こ
し

『
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易
繋
辞
曰
、
神
│

農
│

氏
、
日
│

中
ニ

為
レ

市
ヲ

、
致
二

天
下
ノ

之
民
一

、
聚
二

天
下
ノ

貨
ヲ一

、
交
│

易
シ
テ

而
退
、
各
得
二

其
│

所
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
九
八
番
。
易
経
、
繋
辞
下
伝
、
一
五
八
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

易
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

市
に
寄
せ
る
雑
歌

多
く
の
民
が
我
が
君
の
開
く
市
に
集
ま
り
出
て
、
幅
広
い
天
下
の
恵
み
を
得
る
の
も
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

易
経
の
繋
辞
下
伝
に
よ
る
と
、
神
農
氏
は
日
中
に
市
場
を
開
設
し
、
天
下
の
人
々
を
そ
こ
に
至
ら
せ
る
よ
う
に
し
、
あ
わ
せ
て
天

下
の
財
貨
を
集
中
さ
せ
、
交
易
を
行
わ
せ
て
引
き
上
げ
さ
せ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
得
た
い
と
望
む
も
の
を
得
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
易
経
』
は
神
農
氏
の
業
績
を
語
る
箇
所
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
市
を
統
治
す
る
大
君
を
称
え
た
も
の
。

（
山
内
彩
香
）

名
所
市

５３６
尋
ぬ
と
も
こ
た
へ
し
物
を
み
わ
の
山
わ
か
世
は
市
を
か
く
れ
家
に
し
て

高
士
伝
註
二

夏
部
市
郭
公
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
二
九
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

名
所
の
市

私
を
訪
ね
て
来
て
も
私
は
答
え
な
い
の
に
。
私
は
三
輪
山
で
は
な
く
市
場
を
隠
れ
家
に
し
て
い
る
。

高
士
伝
は
、
夏
部
の
市
郭
公
に
注
す
。（
１０１
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈『
高
士
伝
』
は
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
市
井
に
紛
れ
て
博
徒
や
物
売
り
と
し
て
生
き
る
毛
公
、
薛
公
と
い
う
二
人
の
処
士
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
。
当
歌
は
、
三
輪
山
の
神
が
正
体
を
隠
し
て
麓
の
娘
の
も
と
へ
通
う
と
い
う
三
輪
山
伝
説
も
踏
ま
え
る
か
。

― ２２７ ―
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﹇
参
考
﹈
市
郭
公

１０１
さ
は
き
た
つ
市
を
や
を
の
か
忍
ひ
音
の
か
く
れ
家
に
鳴
山
ほ
と
ゝ
き
す

（
邯
カ
）

高
士
伝
曰
、
毛
公
、
薛
公
遭
二

戦
国
ノ

之
乱
ニ一

、
二
人
倶
ニ

以
二

処
士
一

、
隠
二

於
耶
鄲
ノ

市
一

、
毛
公
隠
為
二

博
徒
ト一

、
薛
公
ハ

隠
二

於
賣
膠
一

云
云
。

（
壁
谷
祐
亮
）

夢

５３７
お
も
か
け
の
こ
れ
似
た
り
と
て
も
と
め
来
し
夢
を
わ
か
君
の
世
に
も
み
せ
は
や

タ
マ
フ

書
、
説
命
。「
夢
ニ

帝
賚
二

予
ニ

良
│

弼
ヲ一

。
其
レ

代
テレ

予
ニ

言
ン

」。
乃
審
ニ
シ
テ

二

厥
ノ

象
ヲ一

、
俾
シ
ム
三

以
レ

形
旁
ク

求
二

于
天
│

下
ニ一

。
説
築
レ
リ
二

傅
│

巌
ノ

ニ
タ
リ

之
野
ニ一

。
惟
レ

肖
。
爰
ニ

立
テ

作
レ

相
ト

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
四
六
三
番
。
書
経
、
下
、
四
三
五
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
世
│
代
」。『
新
釈
漢
文
大
系
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夢

面
影
が
ほ
ら
似
て
い
る
と
思
っ
て
説
を
探
し
求
め
て
来
た
と
い
う
夢
を
、
わ
が
君
の
世
に
も
見
せ
た
い
も
の
だ
。

書
経
、
説
命
。「
夢
の
中
で
、
天
が
予
に
す
ぐ
れ
た
輔
弼
の
も
の
を
与
え
て
下
さ
れ
た
。
そ
の
も
の
が
、
予
に
代
わ
っ
て
物
を
言

っ
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」。
そ
こ
で
、
そ
の
者
の
容
貌
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
姿
を
も
と
に
広
く
天
下
に
探
し
求
め
さ
せ
た
。

す
る
と
、
説
が
そ
の
と
き
傅
巌
の
原
野
で
版
築
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
容
貌
が
夢
に
現
れ
た
人
に
似
て
い
た
。
そ
こ
で
、
挙
げ
用

い
て
宰
相
と
し
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
書
経
』
に
よ
る
と
、
殷
の
高
宗
は
父
の
喪
に
服
し
て
三
年
間
政
治
に
つ
い
て
口
を
開
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
臣
下
が
高
宗
を
諫

め
る
と
、
高
宗
は
夢
に
見
た
話
を
し
て
、
説
を
宰
相
に
取
り
上
げ
た
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
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（
壁
谷
祐
亮
）

柏
５３８
し
ら
す
た
れ
我
に
も
か
し
て
時
の
ま
の
五
十
の
ま
く
ら
ゆ
め
は
見
す
ら
ん

異
聞
録
曰
、
道
者
呂
翁
、
経
邯
鄲
道
士
。
邸
│

舎
ノ

中
有
二

少
年
盧
生
ト
云
モ
ノ

一

。
自
歎
二

其
ノ

貧
困
ヲ一

。
言
訖
思
寐
時
主
人
炊
二

黄
梁
一

為
レ

饌
。
翁
、
乃
探
二

懐
中
枕
以
授
レ

生
。
枕
ノ

両
│

端
ニ

有
レ

竅
。
夢
│

中
ニ

自
レ

竅
入
二

其
ノ

家
一

見
二

其
身
一

富
貴
ナ
ル
コ
ト

五
十
年
老
病
而
卒
。
欠
シ

伸
シ
テ

而
悟
ム

。
顧
ル
ニ

呂
翁
在
レ

傍
主
人
炊
二

黄
梁
一

尚
未
タレ

熟
云
云
。
見
于
山
谷
詩
集
註
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
八
一
四
番
。
和
刻
本
漢
詩
集
成
、
宋
詩
、
四
巻
、
二
八
九
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
五
十
│
五
十
年
」。『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』「
道
士
│
道
上
」「
主
人
炊
黄
梁
│
主
人
方
炊
黄
粱
」。

﹇
訳
﹈

誰
か
知
ら
な
い
が
私
に
も
枕
を
貸
し
て
、
私
に
束
の
間
の
五
十
年
の
夢
を
見
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

異
聞
録
に
よ
る
と
、
道
者
呂
翁
は
邯
鄲
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
道
士
で
あ
っ
た
。
茶
屋
の
中
に
二
十
歳
ほ
ど
の
盧
生
と
い

う
者
が
い
た
。
自
ら
そ
の
貧
困
を
嘆
い
た
。
盧
生
は
言
い
終
わ
っ
て
寝
よ
う
と
思
っ
た
時
、
主
人
は
供
え
物
と
し
て
黄
粱
を
炊
い

た
。
す
る
と
翁
は
懐
中
を
探
っ
て
枕
を
盧
生
に
授
け
た
。
そ
の
枕
に
は
両
端
に
穴
が
開
い
て
い
た
。
盧
生
は
夢
の
中
で
そ
の
穴
に

入
っ
て
自
ら
の
身
を
見
る
と
五
十
年
間
、
富
貴
の
身
と
な
り
老
い
て
病
死
し
た
。
欠
伸
を
し
て
盧
生
は
目
を
覚
ま
し
た
。
辺
り
を

見
る
と
呂
翁
は
傍
に
い
て
、
主
人
は
黄
粱
を
炊
い
て
い
て
、
そ
れ
は
い
ま
だ
炊
き
あ
が
っ
て
い
な
か
っ
た
云
々
。
山
谷
詩
集
註
に

見
え
る
。

﹇
考
察
﹈『
異
聞
録
』
の
話
は
、『
山
谷
詩
集
註
』
に
引
用
さ
れ
た
「
邯
鄲
の
夢
」
の
故
事
で
あ
る
。

（
壁
谷
祐
亮
）

５３９
世
の
う
き
め
み
え
ぬ
よ
し
の
ゝ
岩
や
に
も
か
よ
ひ
し
ゆ
め
の
道
そ
あ
や
し
き

― ２２９ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
一
）



元
亨
釈
書
、
九
釈
日
蔵
伝
略
曰
、
延
喜
十
六
年
二
月
入
二

金
峯
山
椿
山
寺
一

薙
│

髪
。
時
ニ

年
十
二
云
云
。
天
慶
四
年
秋
、
於
二

金
峯

山
一

経
二

三
七
日
ヲ一

、
絶
レ

�
ヲ

不
レ

語
修
ス二

密
│

供
ヲ一

。
八
月
一
日
午
時
、
修
│

法
ノ

之
間
、
忽
ニ

舌
│

燥
気
│

塞
。
欲
二

呼
レ

人
相
│

救
ン
ト
一

。
又

思
ハ
ク

、
已
ニ

称
二

不
│

言
ト一

、
豈
ニ

得
ン
ヤ
レ

出
ス
コ
ト
ヲ

レ

声
ヲ

。
如
レ

是
思
惟
ス
ル
ニ

、
気
息
既
ニ│

絶
。
怳
ト
シ
テ

至
二

一
窟
ノ

前
ニ一

、
窟
ノ

中
有
二

沙
門
一

。
手
ニ

執
テ二

金
�
ヲ一

、
傾
二│

出
シ
テ

瓶
水
ヲ一

、
与
ヘ
テ
レ

蔵
ニ

飲
シ
ム

。
其
ノ│

味
甘
│

美
ナ
リ

。
沙
門
ノ

曰
、「
我
ハ

是
執
金
剛
神
也
。
常
ニ

住
二

此
窟
一

、
護
ル二

釈
迦
ノ

遺
法
ヲ一

。
我
感
シ
テ
二

上
人
勤
│

修
ヲ一

、
故
ニ

忽
ニ

往
二

雪
山
一

、
取
テ二

八
徳
水
ヲ一

救
二

師
ノ

渇
ヲ一

耳
」
云
云
。
金
峯
菩
薩
令
シ
テ
三
レ

蔵
ヲ

又
見
二

地
獄
一

。

看
二

一
鉄
窟
ヲ一

。
中
ニ

有
二

四
人
一

。
其
形
如
レ

炭
。
一
│

人
衣
覆
レ

肩
。
三
│

人
裸
│

�
、
蹲
ル二

赤
灰
上
一

。
獄
│

卒
告
テ

曰
、「
是
レ

汝
本
│

土
ノ

之
君
臣
也
」。
時
ニ

有
レ

衣
人
招
レ

蔵
曰
、「
我
ハ

是
大
日
本
国
主
金
剛
覚
大
王
ノ

之
子
也
。
受
二

此
ノ

鉄
│

窟
ノ

之
苦
ヲ一

。
彼
ノ

太
政
天
神
以
二

怨
心
一

焼
二

仏
寺
一

、
害
二

有
情
一

。
其
所
作
罪
報
、
我
皆
受
レ

之
。
彼
太
政
天
ハ

者
菅
│

亟
│

相
也
。
宿
ノ

世
福
力
、
今
為
二

大
威
徳
天

神
一

」。
乃
自
説
五
罪
曰
、「
我
受
レ

苦
無
│

量
。
汝
帰
ラ
ハ
二

本
国
一

、
奏
シ
テ
二

国
王
及
宰
輔
ニ一

造
二

一
万
卒
都
婆
一

、
抜
二

我
カ

苦
│

厄
ヲ一

」。
蔵
凡

過
テ二

十
三
日
ヲ一

蘇
│

息
ス

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
〇
九
九
番
。
元
亨
釈
書
、
上
巻
、
一
九
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
訓
読
元
亨
釈
書
』（
禅
文
化
研
究
所
）「
経
三
七
日
│
剋
三
七
日
」「
執
金
�
│
執
金
�
」「
卒
都
婆

│
率
塔
婆
」。

﹇
訳
﹈

世
の
中
の
憂
さ
な
ど
と
は
縁
遠
い
吉
野
の
金
峯
山
に
あ
る
岩
屋
で
、
日
蔵
は
夢
を
見
た
が
、
そ
の
夢
の
中
で
冥
界
に
通
じ
る
道

を
通
っ
た
と
は
不
思
議
な
こ
と
だ
。

元
亨
釈
書
の
九
釈
日
蔵
伝
の
略
に
よ
る
と
、（
日
蔵
は
）
延
喜
十
六
年
二
月
に
金
峯
山
の
椿
山
寺
に
入
っ
て
剃
髪
し
た
。
そ
の
時

の
年
齢
は
十
二
歳
で
あ
る
云
云
。
天
慶
四
年
秋
、
金
峯
山
に
お
い
て
三
週
間
を
過
ご
し
、
食
を
絶
ち
、
話
す
こ
と
も
し
な
い
密
供
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の
修
行
を
行
っ
た
。
八
月
一
日
午
の
時
、
修
行
の
間
に
に
わ
か
に
舌
が
渇
き
、
気
が
塞
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
を
呼
ん
で
救
い
を

欲
し
た
。
ま
た
思
う
こ
と
に
は
、（
私
は
）
既
に
沈
黙
行
中
の
身
で
あ
る
。
ど
う
し
て
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
の
よ

う
に
思
い
正
し
て
い
る
う
ち
に
、
呼
吸
は
既
に
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
ぼ
ん
や
り
と
し
た
状
態
で
、
あ
る
洞
窟
の
前
に
至
る
と
、
洞

窟
の
中
に
は
沙
門
が
い
た
。
手
に
は
金
の
瓶
を
持
ち
、
瓶
を
傾
け
て
水
を
出
し
、
日
蔵
に
与
え
て
飲
ま
せ
た
。
そ
の
味
は
甘
美
で

あ
っ
た
。
沙
門
の
言
う
こ
と
に
は
、「
私
は
執
金
剛
神
で
あ
る
。
い
つ
も
こ
の
洞
窟
に
住
み
、
釈
迦
の
遺
法
を
護
っ
て
い
る
。
私

は
あ
な
た
の
熱
心
な
修
行
に
感
じ
入
り
、
す
ぐ
に
雪
山
に
お
も
む
い
て
八
徳
水
を
手
に
入
れ
、
あ
な
た
の
渇
き
を
救
っ
た
だ
け

だ
」
云
云
。
金
峯
菩
薩
は
ま
た
、
日
蔵
に
地
獄
を
見
せ
た
。
あ
る
鉄
窟
を
見
る
と
、
そ
の
中
に
は
人
が
四
人
い
た
。
そ
の
形
は
炭

の
よ
う
で
、
そ
の
内
の
一
人
は
衣
で
肩
を
覆
い
、（
残
り
の
）
三
人
は
裸
で
赤
灰
の
上
に
蹲
っ
て
い
る
。
獄
卒
が
告
げ
て
言
う
こ

と
に
は
、「
こ
れ
は
お
前
の
本
土
の
君
主
と
臣
下
で
あ
る
」
と
。
そ
の
と
き
、
衣
を
身
に
着
け
て
い
る
者
が
日
蔵
を
招
い
て
言
う

こ
と
に
は
、「
私
は
大
日
本
国
主
金
剛
覚
大
王
（
宇
多
法
皇
）
の
子
（
醍
醐
天
皇
）
で
あ
る
。
こ
の
鉄
窟
の
苦
し
み
を
受
け
て
い

る
。
か
の
太
政
天
神
が
怨
み
の
心
を
持
っ
て
仏
寺
を
燃
や
し
、
有
情
を
害
し
た
。
そ
の
罪
の
報
い
は
私
が
全
て
受
け
て
い
る
。
か

の
太
政
天
と
は
、
菅
丞
相
（
菅
原
道
真
）
の
こ
と
で
あ
る
。（
菅
丞
相
は
）
宿
世
の
福
力
に
よ
り
、
今
は
大
威
徳
天
神
と
な
っ
て

い
る
」
と
。
そ
し
て
、
自
ら
五
罪
を
説
い
て
言
う
こ
と
に
は
、「
私
が
受
け
る
苦
は
計
り
知
れ
な
い
。
お
前
が
本
国
に
帰
っ
た
な

ら
ば
、
国
王
及
び
宰
輔
に
奏
上
し
て
一
万
の
卒
都
婆
を
造
り
、
私
の
苦
厄
を
取
り
除
い
て
く
れ
」。
日
蔵
は
凡
そ
十
三
日
後
に
蘇

生
し
た
云
云
。

﹇
考
察
﹈
日
蔵
は
浄
蔵
の
弟
子
。『
北
野
天
神
縁
起
』（
弘
安
本
、
中
巻
）
に
も
類
話
が
見
ら
れ
る
。

（
倉
島
実
里
）
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５４０
か
そ
へ
み
し
一
夜
の
夢
の
十
な
か
ら
と
を
き
世
に
あ
ふ
道
も
か
し
こ
し

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
五
〇
〇
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

数
え
て
み
る
と
十
夜
続
け
て
夢
を
見
た
が
、
現
在
か
ら
遠
い
世
を
夢
の
中
で
見
ら
れ
る
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。

﹇
参
考
﹈
底
本
に
は
和
歌
の
あ
と
、
四
行
分
の
空
白
が
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
典
拠
を
記
す
予
定
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
刊
行
す
る
直
前

に
削
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

（
藤
原
崇
雅
）

親

柏
５４１
初
か
せ
の
秋
そ
身
に
し
む
と
も
し
ひ
も
窓
に
そ
む
け
ぬ
心
す
ゝ
め
て

古
文
前
集
、
時
秋
ニ
シ
テ

積
│

雨
霽
ル

。
新
涼
入
二

郊
│

墟
一

。
燈
│

火
稍
可
レ

親
、
簡
編
可
二

巻
│

舒
一

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
八
一
九
番
。
古
文
真
宝
前
集
、
符
読
書
城
南
、
二
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
と
も
し
ひ
も
│
灯
の
」。『
新
釈
漢
文
大
系
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

親
し
む

秋
の
初
風
が
身
に
心
地
よ
い
頃
と
な
っ
た
の
で
、
灯
火
も
窓
の
方
へ
向
け
ず
、
学
問
に
集
中
で
き
る
こ
と
だ
。

古
文
（
真
宝
）
前
集
に
よ
る
と
、
今
や
時
候
は
秋
で
、
長
雨
が
は
れ
て
、
新
涼
の
気
が
城
外
の
村
に
入
り
こ
み
、
灯
火
も
よ
う
や

く
親
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
書
物
を
ひ
も
と
く
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈「
符
読
書
城
南
」
は
、
親
が
子
に
学
問
を
勧
め
る
心
を
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈「
燭
を
背
け
て
は
共
に
憐
れ
む
深
夜
の
月

花
を
踏
ん
で
は
同
じ
く
惜
し
む
少
年
の
春
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
上
、
春
、
春
夜
、
二
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七
番
）

（
藤
原
崇
雅
）

述
懐

５４２
け
さ
の
間
の
夕
を
ま
た
ぬ
身
な
り
と
も
道
あ
る
み
ち
を
い
か
て
き
か
ま
し

論
語
。
朝
聞
道
、
夕
死
可
矣
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
四
三
二
番
。
論
語
、
里
仁
第
四
、
九
一
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

述
懐

朝
方
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
ら
、
夕
べ
を
待
た
ず
に
死
ん
で
し
ま
う
身
で
あ
っ
て
も
、
道
と
い
う
も
の
が
あ
る
な
ら
、
ど
う
に
か
し
て
で

も
聞
く
だ
ろ
う
。

論
語
。
も
し
も
朝
方
に
我
々
が
当
然
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
な
い
人
の
道
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
か
り
に
そ
の
晩
に
死
ん
だ

と
し
て
も
、
ま
ず
満
足
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈『
論
語
』
は
、
道
を
知
る
こ
と
が
人
の
最
大
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
一
節
。

（
藤
原
崇
雅
）

寄
弓
述
懐

５４３
お
な
し
そ
の
人
や
と
ら
ん
と
梓
弓
お
し
ま
ぬ
し
も
そ
お
ろ
か
成
け
る

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
八
四
八
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
お
し
ま
ぬ
│
を
し
ま
ぬ
」。

﹇
訳
﹈

弓
に
寄
せ
る
述
懐

― ２３３ ―
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自
分
と
同
じ
楚
の
国
の
人
が
弓
を
取
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
、
楚
の
国
の
恭
王
は
名
弓
を
失
っ
て
も
惜
し
ま
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
孔
子

か
ら
見
る
と
、
愚
か
な
こ
と
な
の
だ
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
典
拠
は
５４４
番
歌
と
共
通
。

（
増
井
里
美
）

憂
喜
依
人

柏
５４４
梓
弓
う
れ
は
う
し
な
ふ
こ
と
は
り
は
心
を
わ
か
む
物
と
し
も
な
し

家
語
曰
、
楚
恭
王
出
│

遊
亡
二

烏
│

嘷
ノ

之
弓
一ヲ

。
左
│

右
請
レ

求
レ

之
ヲ

。
王
曰
、「
止
。
楚
王
失
レ

弓
ヲ

、
楚
│

人
得
レ

之
ヲ

。
又
何
ン
ソ

求
レン

之
ヲ

」。
孔
子
聞
テ

曰
、「
惜
カ
ナ

乎
、
其
不
レル
コ
ト

大
ナ
ラ

也
。
不
レ

曰
二

人
遺
レル

弓
ヲ

、
人
得
一レ

之
ヲ

而
已
。
何
│ソ

必
シ
モ

楚
ノ
ミ
ナ
ラ
ン

也
。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
憂
喜
依
人
。
孔
子
家
語
、
好
生
、
一
二
九
頁
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
ナ
シ
。『
新
釈
漢
文
大
系
』「
孔
子
聞
テ

曰
│
孔
子
聞
之
曰
」。

﹇
訳
﹈

憂
喜
は
人
に
依
る

名
弓
を
手
に
入
れ
て
も
失
う
の
が
こ
の
世
の
道
理
で
あ
る
か
ら
、（
弓
を
失
っ
て
も
、
誰
か
が
そ
の
弓
を
得
る
の
だ
と
考
え
る
と
）
悲

し
ん
だ
り
喜
ん
だ
り
す
る
に
は
及
ば
な
い
。

孔
子
家
語
に
よ
る
と
、
楚
の
恭
王
が
城
か
ら
出
て
遊
ば
れ
た
と
き
、
烏
嘷
と
名
づ
け
た
良
弓
を
失
わ
れ
た
。
近
習
の
者
は
、
こ
れ

を
探
し
出
そ
う
と
申
し
あ
げ
た
。
王
は
、「
止
め
て
お
き
な
さ
い
。
楚
の
王
で
あ
る
私
が
弓
を
失
っ
て
も
、
ど
う
せ
わ
が
国
の
民

が
こ
れ
を
拾
う
の
だ
。
ど
う
し
て
探
し
出
す
こ
と
な
ど
し
よ
う
か
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
孔
子
は
こ
れ
を
聞
い
て
、「
惜
し
い
な

あ
、
王
は
い
さ
さ
か
了
見
が
狭
い
。
人
が
弓
を
落
と
し
て
、
そ
れ
を
人
が
手
に
入
れ
る
だ
け
の
こ
と
だ
、
と
言
え
ば
よ
か
っ
た
の
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に
、
ど
う
し
て
楚
と
限
定
し
て
し
ま
う
必
要
が
あ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
孔
子
家
語
』
は
、
政
治
の
根
本
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
。

（
増
井
里
美
）

寄
歌
述
懐

５４５
色
に
つ
き
花
に
な
す
な
よ
さ
て
の
み
そ
世
に
埋
木
の
言
の
葉
の
道

古
今
序
。
い
ま
の
世
中
、
色
に
つ
き
、
人
の
心
、
は
な
に
な
り
に
け
る
よ
り
、
あ
た
な
る
歌
、
は
か
な
き
こ
と
の
み
出
く
れ
は
、

色
こ
の
み
の
家
に
埋
木
の
、
人
し
れ
ぬ
こ
と
ゝ
な
り
て
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
四
四
番
。
古
今
和
歌
集
、
仮
名
序
、
二
二
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
今
和
歌
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

歌
に
寄
せ
る
述
懐

表
面
だ
け
の
美
し
さ
に
気
を
と
ら
れ
、
言
葉
を
華
美
に
飾
り
立
て
る
で
な
い
ぞ
。
そ
の
よ
う
に
し
て
ば
か
り
い
る
と
、
和
歌
の
道
は
埋

も
れ
木
の
よ
う
に
世
間
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
。

古
今
集
の
仮
名
序
。
当
節
は
世
の
中
が
華
美
に
走
り
、
人
心
が
派
手
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
内
容
の
乏
し
い
歌
、
そ
の
場
限

り
の
歌
ば
か
り
が
現
れ
る
の
で
、
歌
と
い
う
も
の
が
好
色
者
の
間
に
姿
を
隠
し
、
識
者
た
ち
に
認
め
ら
れ
ぬ
こ
と
は
埋
れ
木
同
然

に
な
っ
て
。

﹇
考
察
﹈『
古
今
集
』
仮
名
序
は
、
世
の
中
で
表
面
上
の
こ
と
だ
け
が
求
め
ら
れ
、
和
歌
も
華
や
か
な
だ
け
で
浅
薄
な
も
の
が
も
て
は
や
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
嘆
く
部
分
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
和
歌
の
道
に
精
進
す
る
よ
う
勧
め
る
も
の
。

（
増
井
里
美
）

― ２３５ ―
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述
懐

５４６
あ
ま
れ
り
や
た
ら
す
や
と
た
に
何
か
思
ふ
け
ふ
の
ま
ゝ
な
る
あ
す
も
し
ら
し
を

い
せ
物
語
云
、
ゐ
な
か
人
の
歌
に
て
は
あ
ま
れ
り
や
た
ら
す
や
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
二
四
二
番
。
伊
勢
物
語
、
八
七
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
伊
勢
物
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

述
懐

余
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
足
り
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
さ
え
ど
う
し
て
思
い
悩
む
の
か
。
今
日
の
続
き
で
明
日
の
こ
と
も
分
か
ら
な
い
だ

ろ
う
に
。

伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
田
舎
人
の
歌
と
し
て
は
十
分
な
出
来
だ
ろ
う
か
、
ま
だ
ま
だ
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
で
は
、
田
舎
人
が
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
だ
ろ
う
と
評
し
て
い
る
。
当
歌
は
そ
の
言
い
回
し
を
用
い
て
、

無
常
の
世
の
中
に
思
い
悩
ん
で
も
仕
方
が
な
い
と
詠
む
。

（
太
井
裕
子
）

５４７
か
ひ
な
し
や
け
ふ
は
昨
日
の
よ
し
あ
し
を
お
も
ひ
わ
き
て
も
改
め
ぬ
身
は

帰
去
来
辞
曰
、
実
ニ

迷
レ

途
其
レ

未
タレ

遠
、
覚
二

今
是
ニ
シ
テ

而
昨
ハ

非
一ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
七
四
七
番
。
文
章
規
範
、
帰
去
来
辞
、
五
三
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

文
章
規
範
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

今
日
に
な
っ
て
、
昨
日
の
私
が
間
違
っ
て
い
た
か
ど
う
か
判
断
で
き
て
も
、
行
い
を
改
め
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
な

あ
。
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帰
去
来
辞
に
よ
る
と
、
全
く
私
は
道
に
踏
み
迷
い
は
し
た
も
の
の
、
ま
だ
遠
く
ま
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
の
私

が
正
し
く
、
過
去
の
宮
仕
え
を
し
て
い
た
頃
の
私
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
。

﹇
考
察
﹈「
帰
去
来
辞
」
は
、
陶
淵
明
が
役
人
を
辞
し
、
今
ま
で
の
暮
ら
し
を
悔
い
て
、
い
ざ
郷
里
へ
帰
ろ
う
と
思
い
立
つ
場
面
。
当
歌
は

過
去
の
過
ち
に
気
づ
い
て
も
、
悔
い
改
め
る
に
至
ら
ぬ
我
が
身
を
嘆
く
意
。

（
太
井
裕
子
）

５４８
何
か
お
も
ふ
人
に
も
か
な
し
我
に
を
き
て
う
か
へ
る
雲
の
行
末
の
空

論
語
。
不
│

義
ニ
シ
テ

而
冨
且
ツ│

貴
キ

於
レ

我
如
二

浮
雲
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
四
三
七
番
。
論
語
、
述
而
篇
、
第
七
、
一
五
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

論
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
不
正
な
行
い
を
す
る
と
は
）
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
と
し
て
も
悲
し
い
こ
と
よ
。（
正
し
く
な
い
行
い
に
よ
っ
て

得
た
富
と
名
声
は
）
私
に
と
っ
て
は
ま
る
で
浮
雲
が
空
の
彼
方
に
流
れ
て
行
く
よ
う
に
は
か
な
い
も
の
だ
。

論
語
。
正
し
く
な
い
行
い
に
よ
っ
て
得
た
富
と
名
声
は
、
私
に
と
っ
て
は
浮
雲
の
よ
う
に
何
の
意
味
も
価
値
も
持
た
な
い
。

﹇
考
察
﹈『
論
語
』
述
而
篇
は
、
晩
年
の
孔
子
の
人
生
観
の
簡
潔
な
吐
露
で
あ
り
、
不
正
な
手
段
で
富
裕
に
な
る
出
世
主
義
者
と
自
分
と
は

無
関
係
で
あ
る
と
述
べ
た
部
分
。
当
歌
は
そ
の
出
世
主
義
者
た
ち
の
行
く
末
を
嘆
い
た
も
の
。

（
玉
越
雄
介
）

５４９
い
か
に
し
て
月
を
お
も
ふ
も
し
る
へ
な
き
闇
を
は
る
け
む
敷
嶋
の
道

古
今
集
序
云
、
い
に
し
へ
の
世
ゝ
の
御
門
、
春
の
花
の
あ
し
た
、
秋
の
月
の
夜
毎
に
、
さ
ふ
ら
ふ
人
々
を
め
し
て
、
こ
と
に
つ
け

― ２３７ ―
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つ
ゝ
歌
を
奉
ら
し
め
給
ふ
。
あ
る
は
花
を
そ
ふ
と
て
た
よ
り
な
き
所
に
ま
と
ひ
、
あ
る
は
月
を
お
も
ふ
と
て
し
る
へ
な
き
闇
に
た

と
れ
る
心
�
�
を
見
た
ま
ひ
て
、
さ
か
し
お
ろ
か
な
り
と
し
ろ
し
め
し
け
ん
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
四
六
一
番
。
古
今
集
、
仮
名
序
、
二
二
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編
全
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

月
に
想
い
を
馳
せ
て
も
道
案
内
を
し
て
く
れ
る
人
も
お
ら
ず
に
闇
の
中
を
彷
徨
っ
て
い
た
が
、
和
歌
の
道
は
そ
の
闇
を
ど
の
よ

う
に
し
て
晴
ら
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

古
今
集
の
仮
名
序
に
よ
る
と
、
昔
の
代
々
の
帝
達
は
、
花
の
咲
い
た
春
の
朝
、
月
の
美
し
い
秋
の
夜
と
も
な
れ
ば
、
い
つ
も
お
付

き
の
人
々
を
お
召
し
に
な
っ
て
、
常
に
何
か
に
つ
け
歌
の
詠
出
を
お
求
め
に
な
っ
た
。
あ
る
時
は
花
に
託
し
て
思
い
を
述
べ
る
た

め
不
案
内
の
山
野
を
彷
徨
い
、
ま
た
あ
る
時
は
月
を
愛
で
る
た
め
に
案
内
す
る
人
も
い
な
い
見
知
ら
ぬ
土
地
を
ま
ご
つ
き
歩
い
た

人
々
の
心
中
を
、
歌
を
通
し
て
御
覧
に
な
っ
て
、
彼
等
の
賢
愚
を
識
別
な
さ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
古
今
集
』
仮
名
序
は
、
和
歌
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、
古
代
の
天
皇
達
は
折
に
触
れ
て
歌
の
詠
出
を
近
臣
達
に

求
め
、
彼
等
の
詠
ん
だ
和
歌
を
通
し
て
、
そ
の
才
能
を
見
抜
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
当
歌
は
月
を
題
に
し
て
歌
を
詠
む
よ

う
帝
に
求
め
ら
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
詠
む
べ
き
か
教
え
て
く
れ
る
人
も
い
ず
、
暗
中
模
索
し
て
和
歌
の
道
の
険
し
さ
に
悩
む
近

臣
の
思
い
を
詠
ん
だ
も
の
。

（
玉
越
雄
介
）

寄
玉
述
懐

５５０
く
も
り
有
心
を
お
も
へ
し
ら
玉
は
か
け
て
も
み
か
く
た
め
し
や
は
な
き

白
│

圭
ノ

之
玷
タ
ル

尚
ヲ

可
レ

磨
也
。
斯
│

言
之
玷
タ
ル

不
レ

可
レ

為
也
。
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
四
四
五
番
。
詩
経
、
二
一
〇
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

詩
経
下
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

玉
に
寄
せ
る
述
懐

迷
い
の
た
め
に
曇
っ
た
心
を
省
み
て
精
進
し
な
さ
い
。
白
玉
は
欠
け
て
も
磨
け
な
か
っ
た
例
が
あ
ろ
う
か
、
い
や
な
い
の
だ
か
ら
、
心

も
同
様
で
あ
る
。

白
圭
（
白
く
清
ら
か
な
玉
）
の
欠
け
た
も
の
は
、
磨
け
ば
よ
い
。
だ
が
言
葉
の
至
ら
ぬ
も
の
は
、
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
。

﹇
考
察
﹈
典
拠
は
『
詩
経
』「
蕩
之
什
」
抑
篇
の
一
節
。
不
測
の
事
態
に
備
え
、
思
慮
に
欠
け
た
言
動
を
慎
む
こ
と
を
諭
す
箇
所
で
、
言
葉

の
過
ち
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
を
玉
に
た
と
え
て
述
べ
て
い
る
。
当
歌
は
こ
の
一
節
を
踏
ま
え
て
、
人
の
心
を
玉
に
た
と
え

た
。

（
永
田
あ
や
）

寄
水
懐
旧

５５１
ゆ
く
も
の
は
か
く
こ
そ
と
思
ふ
山
水
の
は
や
く
の
世
々
に
袖
は
ぬ
れ
つ
ゝ

論
語
。
子
在
川
上
曰
、
逝
者
如
斯
夫
。
不
舎
昼
夜
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
六
八
三
番
。
論
語
、
二
〇
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

論
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

水
に
寄
せ
る
懐
旧

過
ぎ
去
っ
て
帰
ら
ぬ
も
の
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
山
の
川
の
速
い
流
れ
の
よ
う
に
、
速
や
か
に
移
ろ
う
時
の
流
れ

に
、
水
で
は
な
く
涙
で
袖
が
濡
れ
る
こ
と
だ
。

論
語
。
孔
子
が
、
あ
る
時
、
川
の
ほ
と
り
に
居
て
、
流
れ
て
や
ま
な
い
川
の
水
を
な
が
め
て
詠
嘆
し
て
い
う
に
は
、
過
ぎ
去
っ
て

― ２３９ ―
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帰
ら
ぬ
も
の
は
、
す
べ
て
こ
の
川
の
水
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
昼
と
な
く
夜
と
な
く
、
一
刻
も
止
む
こ
と
な
く
、
過
ぎ
去
っ
て
い

く
。
人
間
万
事
、
こ
の
川
の
水
の
よ
う
に
、
過
ぎ
去
り
、
う
つ
ろ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈
典
拠
は
『
論
語
』「
子
罕
」
篇
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
一
所
に
止
ま
る
こ
と
な
く
移
ろ
っ
て
い
く
人
の
営
み
を
思
い
、
孔
子
が
む

な
し
く
老
い
て
い
く
わ
が
身
を
詠
嘆
し
た
箇
所
。
当
歌
は
、
山
水
の
風
景
に
孔
子
と
自
ら
の
心
情
を
重
ね
て
、
時
の
流
れ
の
速
さ
を
嘆

い
て
い
る
。
な
お
４９９
番
歌
、
参
照
。

（
永
田
あ
や
）

田
家
懐
旧

５５２
打
わ
ひ
て
ひ
ろ
ふ
お
ち
穂
の
お
ち
ふ
る
ゝ
身
に
長
岡
の
哀
を
そ
し
る

い
せ
物
語
云
、
む
か
し
色
こ
の
み
な
る
男
、
長
岡
と
い
ふ
所
に
家
つ
く
り
て
を
り
け
り
云
々
。
こ
の
女
と
も
、「
穂
ひ
ろ
は
む
」

と
い
ひ
け
れ
は

打
わ
ひ
て
お
ち
穂
ひ
ろ
ふ
と
ー
。

列
子
、
天
瑞
篇
曰
、
行
│�
�

歌
テ

拾
レ

穂
ヲ

林
│

類
行
テ

不
レ

留
歌
テ

不
レ

輟
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
三
九
九
番
。
伊
勢
物
語
、
五
八
段
。
列
子
、
天
瑞
第
一
、
第
八
章
、
三
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編
全
集
』『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』『
新
釈
漢
文
大
系

列
子
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

田
家
の
懐
旧

悲
嘆
に
く
れ
て
落
穂
を
拾
う
落
ち
ぶ
れ
た
私
の
身
に
、
長
岡
で
の
田
舎
生
活
の
哀
し
さ
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
す
よ
。

伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
昔
、
恋
の
情
趣
を
心
得
て
い
る
男
が
、
長
岡
と
い
う
所
に
家
を
造
っ
て
住
ん
で
い
た
云
々
。
こ
の
女
た
ち

が
、「
落
穂
を
拾
い
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
の
で
、「
生
計
に
困
っ
て
お
ち
穂
ひ
ろ
い
を
な
さ
る
と
ー
」。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
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列
子
の
天
瑞
篇
に
よ
る
と
、
歌
い
な
が
ら
穂
を
拾
っ
て
歩
い
て
い
て
、
林
類
は
歩
き
続
け
て
留
ま
り
も
せ
ず
、
又
、
歌
い
続
け
て

や
め
も
し
な
か
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
は
、
男
が
長
岡
（
長
岡
京
が
あ
っ
た
地
）
と
い
う
田
舎
に
家
を
造
っ
て
住
ん
だ
こ
と
を
描
い
た
段
。『
列
子
』
は
、

林
類
が
落
穂
を
拾
う
と
い
う
貧
し
い
生
活
を
し
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
描
い
た
場
面
。
当
歌
は
長
岡
が
田
舎
で
あ
る
こ
と
、

落
穂
拾
い
が
貧
者
の
行
な
い
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
田
舎
で
の
生
活
の
悲
哀
を
詠
ん
だ
も
の
。

（
梅
田
昌
孝
）

懐
旧

５５３
年
�
�
の
春
の
草
に
も
埋
れ
ぬ
名
の
み
そ
の
世
の
花
の
か
け
か
な

白
氏
文
集
。
古
│

墳
何
│
ノ

世
ノ

人
ソ

。
不
レ

識
二

姓
ト

与
一レ

名
。
化
シ
テ

作
二

路
│

傍
ノ

土
。
年
│

々
春
│

草
生
ス

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
一
〇
四
番
。
白
氏
文
集
、
巻
二
、
諷
諭
二
、
古
調
詩
五
言
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
白
氏
文
集
』（
那
波
本
）「
古
墳
│
古
墓
」「
不
識
│
不
知
」。

﹇
訳
﹈

懐
旧

年
々
生
え
替
わ
る
春
の
草
に
も
埋
も
れ
な
い
よ
う
に
、
今
な
お
聞
こ
え
る
そ
の
名
声
こ
そ
、
人
生
の
栄
花
で
あ
る
な
あ
。

白
氏
文
集
。
い
つ
の
世
の
誰
の
墓
や
ら
知
る
由
も
な
い
が
、
春
草
は
年
々
生
え
る
が
墓
の
主
は
永
遠
に
覚
め
る
こ
と
は
な
い
。

﹇
考
察
﹈『
白
氏
文
集
』
は
、
墓
の
前
で
は
春
の
草
が
年
々
生
え
替
わ
る
が
、
墓
に
眠
る
主
は
目
覚
め
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
人
生
の
無
常

を
歌
っ
た
も
の
。
当
歌
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
年
々
生
え
替
わ
る
春
の
草
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
る
中
、
一
生
の
内
で
栄
え
た
名

前
だ
け
は
、
埋
も
れ
ず
に
今
な
お
栄
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
讃
え
た
歌
で
あ
る
。
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（
梅
田
昌
孝
）

柏
５５４
鳥
の
跡
に
残
る
を
見
て
も
世
々
の
道
飛
た
つ
は
か
り
昔
恋
し
き

淮
南
子
、
見
于
春
部
。

万
葉
集
、
貧
窮
問
答
歌
。
世
中
を
う
し
と
は
さ
し
も
お
も
へ
と
も
と
ひ
た
ち
か
ね
つ
鳥
に
し
あ
ら
ね
は

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
七
五
〇
番
。
万
葉
集
、
巻
五
、
旧
八
九
三
番
、
新
八
九
七
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
残
る
を
│
の
こ
る
世
」。『
万
葉
集
』（
西
本
願
寺
本
）「
う
し
と
は
さ
し
も
│
う
し
と
や
さ
し
と
」。

﹇
訳
﹈

文
字
で
書
き
残
さ
れ
て
き
た
こ
の
世
の
歴
史
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
昔
の
世
が
、
飛
び
立
っ
て
行
き
た
い
ほ
ど
に
恋
し
く
思
わ

れ
る
こ
と
だ
よ
。

淮
南
子
、
春
部
に
見
え
る
。（
７１
番
歌
、
参
照
）

万
葉
集
、
貧
窮
問
答
歌
。
世
の
中
は
い
や
な
も
の
だ
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
う
け
れ
ど
、
さ
て
飛
び
去
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

鳥
で
は
な
い
の
で
。

﹇
考
察
﹈『
淮
南
子
』
は
、
蒼
頡
が
鳥
の
足
跡
を
見
て
、
初
め
て
文
字
を
思
い
つ
い
た
と
い
う
故
事
を
記
す
。『
万
葉
集
』
は
、
つ
ら
い
こ

の
世
か
ら
飛
び
立
ち
た
い
が
、
鳥
で
は
な
い
の
で
そ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
嘆
き
を
歌
う
。
当
歌
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
文
字
で
書
き

残
さ
れ
て
来
た
こ
の
世
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
過
去
の
世
へ
鳥
の
ご
と
く
飛
び
立
っ
て
行
き
た
い
と
い
う
、
懐
旧
の
思
い
を
詠
ん
だ

歌
。

﹇
参
考
﹈
７１
色
も
香
も
あ
か
ぬ
春
か
な
鳥
の
跡
を
う
つ
す
な
か
れ
の
花
の
さ
か
つ
き

淮
南
子
曰
、
昔
シ

蒼
頡
作
レ

書
ヲ

而
天
雨
レ

粟
ヲ

鬼
夜
ル

哭
ス

。
許
慎
カ

曰
、
蒼
頡
始
テ

視
テ二

鳥
跡
ノ

之
文
ヲ一

造
二

書
契
ヲ一

。
則
詐
偽
萌
生
ス

云
云
。
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（
梅
田
昌
孝
）

樵
客
情

５５５
陰
に
き
て
休
む
た
に
こ
そ
身
に
お
は
ぬ
花
を
も
折
か
春
の
山
人

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
六
一
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

木
こ
り
の
旅
情

花
の
陰
に
来
て
休
む
だ
け
な
の
に
背
負
わ
な
い
花
を
も
折
る
か
、
春
の
山
人
よ
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
よ
り
三
首
続
い
て
、
同
じ
典
拠
（
５５７
番
歌
に
掲
載
）
を
踏
ま
え
る
。

（
山
内
彩
香
）

樵
路
嵐

５５６
休
み
来
し
木
か
け
や
い
か
に
折
そ
ふ
る
薪
の
花
も
あ
ら
し
ふ
く
也

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
六
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

木
樵
の
通
う
道
の
嵐

い
つ
も
休
ん
で
い
た
木
陰
は
、
嵐
が
吹
い
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
折
っ
て
薪
に
添
え
た
花
に
も
嵐
が
吹
く
よ
う
だ
。

（
山
内
彩
香
）

樵
路
日
暮

５５７
休
ら
は
む
花
な
き
こ
ろ
の
山
人
は
い
か
に
く
ら
し
て
い
ま
か
へ
る
ら
ん

古
今
序
云
、
大
伴
の
黒
主
は
、
其
さ
ま
い
や
し
。
い
は
ゝ
薪
お
へ
る
山
人
の
花
の
陰
に
や
す
め
る
か
こ
と
し
。

― ２４３ ―
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﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
樵
路
日
暮
。
古
今
集
、
仮
名
序
、
二
八
頁
。﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』『
古
今
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

木
樵
の
通
う
道
の
日
暮

休
む
の
に
使
っ
て
い
た
花
が
咲
い
て
い
な
い
時
期
の
山
人
は
、
ど
の
よ
う
に
日
暮
れ
ま
で
過
ご
し
て
今
帰
る
の
だ
ろ
う
か
。

古
今
集
の
仮
名
序
に
よ
る
と
、
大
友
黒
主
の
歌
は
、
姿
が
ひ
な
び
て
い
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
薪
を
背
負
っ
た
山
人
が
花
の
陰
に

休
ん
で
い
る
よ
う
な
様
で
あ
る
。

（
山
内
彩
香
）

樵
夫

５５８
薪
と
る
お
な
し
そ
の
身
の
く
る
し
さ
に
法
の
為
な
る
道
し
ら
せ
は
や

提
婆
品
。
採
薪
及
菓
�
、
随
時
恭
敬
与
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
六
〇
番
。
法
華
経
提
婆
達
多
品
第
一
二
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
九
巻
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

樵
夫

薪
を
採
る
重
労
働
に
苦
し
む
木
こ
り
に
、
あ
な
た
は
昔
の
釈
迦
と
同
じ
身
で
あ
り
、
そ
の
仕
事
は
仏
教
の
た
め
に
な
り
ま
す
よ
、
と
教

え
た
い
も
の
だ
。

提
婆
達
多
品
。
薪
や
木
の
実
、
草
の
実
を
採
っ
て
、
い
つ
も
（
私
は
聖
仙
を
）
慎
み
敬
っ
た
。

﹇
考
察
﹈
提
婆
達
多
品
の
句
は
、
前
世
で
釈
迦
が
「
妙
法
蓮
華
経
」
を
授
か
る
た
め
に
、
そ
の
教
え
を
知
る
聖
仙
の
も
と
で
働
い
た
こ
と

を
説
く
。

（
壁
谷
祐
亮
）
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浦
嶋
子

５５９
玉
く
し
け
明
れ
は
な
ひ
く
白
雲
の
行
末
か
な
し
き
浦
風
の
空

浦
嶋
子
伝
、
見
于
恋
部
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
〇
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

浦
嶋
子

た
ま
く
し
げ

神
女
か
ら
も
ら
っ
た
玉
櫛
笥
（
美
し
い
櫛
箱
）
を
開
け
る
と
出
て
く
る
白
雲
が
浦
風
に
吹
か
れ
て
た
な
び
き
、
空
の
彼
方
に
行
く
の
が

悲
し
い
こ
と
だ
。

浦
嶋
子
伝
は
、
恋
の
部
に
見
え
る
。（
４６４
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈「
浦
嶋
子
伝
」
の
最
後
は
、
浦
嶋
子
が
神
女
か
ら
も
ら
っ
た
玉
櫛
笥
を
開
け
て
し
ま
い
、
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
煙
に
覆
わ
れ
て
急

速
に
年
を
取
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
当
歌
は
そ
の
場
面
を
踏
ま
え
、
玉
櫛
笥
か
ら
出
て
き
た
白
雲
が
浦
風
に
た
な
び
い
て
空
の
彼
方
に

消
え
て
し
ま
う
悲
し
さ
を
詠
ん
だ
も
の
。

柏

﹇
参
考
﹈
寄
雲
見
恋

４６４
な
に
ゝ
こ
の
身
を
う
ら
し
ま
に
立
雲
の
見
て
は
悔
し
き
思
ひ
そ
ふ
ら
ん

浦
嶋
子
伝
及
扶
│

桑
略
│

記
ニ

載
ス

。
雄
略
帝
ノ

時
、
丹
後
国
与
謝
ノ

郡
ニ

有
二

水
江
ノ

浦
嶋
子
ト
云
一

者
。
釣
二

亀
ヲ

水
江
ニ一

、
化
シ
テ

為
レ

女
、
於
レ

是
浦
嶋
子
与
レ

女
到
二

常
世
ノ

国
海
神
ノ

之
都
ニ一

、
蓋
シ

龍
│

宮
也
。
浦
嶋
子
不
レ

老
不
レ

死
、
其
│

後
欲
下

帰
二

故
里
一

省
中

父
母
ヲ上

。
時
ニ

神
女

授
二│

与
玉
匣
ヲ一

曰
、「
欲
セ
ハ
二

再
来
ン
ト
一レ

此
ニ

者
必
ス

勿
レ

開
ク
コ
ト

二

斯
ノ

箱
ヲ一

」。
浦
嶋
子
還
テレ

郷
ニ

見
ルレ

之
ヲ

知
│

者
無
二

一
人
一

。
驚
怪
テ

問
レ

人
ニ

々
答

曰
、「
聞
昔
シ

浦
嶋
子
ト
云

者
遊
テレ

海
ニ

遂
ニ

不
ス
ト
レ

返
」。
於
レ

是
始
テ

知
三

其
ノ

到
ル
コ
ト
ヲ

蓬
莱
ニ一

、
而
急
ニ

将
レ

赴
ン
ト
二

神
女
ノ

所
ニ一

。
向
フ
ニ
レ

海
ニ

不
レ

知
三

在
リ
ト
云
コ
ト
ヲ

二

何
許
ニ一

也
。
浦
嶋
子
惘
│

然
ト
シ
テ

憂
レ

之
ヲ

忘
レ
テ
二

神
│

女
ノ

言
ヲ一

、
而
少
開
二

玉
匣
ヲ一

紫
│

雲
忽
ニ│

出
テ

靉
ク二

於
常
世
ノ

国
ニ一

。
浦
嶋
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子
大
ニ│

悔
ユ

。
其
ノ

顔
俄
ニ

為
二

老
翁
遂
ニ

死
ス

。
干
時
天
長
二
年
也
。
従
二

雄
略
御
宇
一

至
レ

此
蓋
三
百
四
十
余
年
云
云
。

（
壁
谷
祐
亮
）

遊
女

５６０
か
ら
ろ
お
す
水
の
煙
の
一
か
た
に
な
ひ
く
に
も
あ
ら
ぬ
う
き
み
を
や
思
ふ

朗
詠
集
、
順
、
遊
女
。
和
│

琴
緩
ク│

調
ヘ
テ

臨
二

潭
│

月
ニ一

。
唐
│

櫓
高
ク│

推
シ
テ

入
二

水
│

煙
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
七
一
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
遊
女
、
七
二
〇
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
新
編
全
集
』「
和
琴
│
倭
琴
」。

﹇
訳
﹈

遊
女

唐
櫓
を
推
し
て
進
む
水
上
の
も
や
は
一
方
向
に
た
な
び
く
が
、
一
人
に
だ
け
な
び
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
辛
い
身
を
思
う
の
だ
ろ
う

か
。

和
漢
朗
詠
集
、
源
順
、
遊
女
。
倭
琴
を
緩
や
か
に
爪
弾
き
な
が
ら
、
深
い
淵
に
映
る
月
影
の
下
で
舟
べ
り
に
た
た
ず
ん
で
い
る
遊

女
が
い
る
か
と
思
う
と
ま
た
、
あ
る
者
は
、
唐
風
の
櫓
の
音
も
高
ら
か
に
、
水
上
の
も
や
の
中
を
漕
い
で
ゆ
く
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
「
一
か
た
」
は
、
一
方
向
と
一
人
の
意
味
を
掛
け
る
。

（
壁
谷
祐
亮
）

妓
女

５６１
た
を
や
め
の
赤
裳
の
こ
し
は
浅
み
と
り
春
の
柳
の
な
ひ
く
を
そ
み
る

白
氏
文
集
。
粧
│

閣
妓
│

楼
何
ソ

寂
│

静
ナ
ル

。
柳
ハ

似
二

舞
ノ

腰
ニ一

池
ハ

似
レ

鏡
。
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コ
シ
ハ
セ
ト

遊
仙
窟
曰
、
依
│

タ々
ル

弱
│

柳
、
束
ネ
テ

作
ス二

腰
支
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
三
四
五
番
。
白
氏
文
集
、
巻
四
、
両
朱
閣
、
七
一
頁
。
遊
仙
窟
、
三
二
頁
。

﹇
異
同
﹈『
白
氏
文
集
』（
神
田
本
な
ど
）『
遊
仙
窟
全
講
』（
明
治
書
院
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

妓
女

た
お
や
か
な
妓
女
の
朱
色
の
裳
を
付
け
た
腰
は
、
春
の
柳
の
浅
緑
色
の
葉
が
な
び
く
の
を
見
る
よ
う
だ
。

白
氏
文
集
。
妓
女
の
住
む
粧
閣
や
妓
楼
は
ど
う
し
て
静
か
な
の
か
。
柳
は
舞
人
の
腰
に
似
て
お
り
、
池
は
鏡
に
似
て
い
る
。

遊
仙
窟
に
よ
る
と
、
な
よ
や
か
な
し
だ
れ
柳
を
束
ね
て
腰
と
す
る
。

﹇
考
察
﹈
女
性
の
し
な
や
か
な
肢
体
や
腰
つ
き
は
、
し
ば
し
ば
柳
に
譬
え
ら
れ
た
。
当
歌
は
妓
女
の
赤
裳
を
身
に
つ
け
た
腰
つ
き
を
見
て
、

春
の
風
に
柳
が
な
び
く
様
子
を
思
い
浮
か
べ
て
詠
ま
れ
た
歌
。

（
倉
島
実
里
）

王
昭
君

５６２
霜
の
ゝ
ち
夢
の
み
遠
く
わ
か
れ
来
し
み
や
こ
の
月
に
す
む
も
は
か
な
し

後
江
相
公
。
胡
│

角
一
│

声
霜
ノ│

後
ノ

夢
、
漢
│

宮
万
│

里
月
ノ

前
腸
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
三
四
四
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
王
昭
君
、
七
〇
一
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編
全
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

王
昭
君

夜
に
な
っ
て
霜
が
降
り
た
後
、
夢
の
中
に
だ
け
遠
く
別
れ
て
来
た
漢
の
都
の
澄
ん
だ
月
の
も
と
に
住
め
る
と
は
、
は
か
な
い
こ
と
だ
な

あ
。
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後
江
相
公
（
大
江
朝
綱
）。
胡
人
の
吹
く
も
の
悲
し
い
角
笛
の
音
色
が
一
声
、
霜
気
を
帯
び
た
夜
空
に
響
き
、
夢
を
破
ら
れ
る
。

懐
か
し
い
漢
の
宮
殿
は
万
里
の
彼
方
に
遠
ざ
か
り
、
月
下
に
望
郷
の
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
と
、
断
腸
の
つ
ら
さ
が
こ
み
あ
げ

る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
匈
奴
の
王
に
嫁
が
さ
れ
、
望
郷
の
思
い
を
抱
き
つ
つ
彼
の
地
に
没
し
た
王
昭
君
の
孤
独
な
心
情
に
寄
り
添
っ
て
詠
じ
ら

れ
た
も
の
。

（
倉
島
実
里
）

５６３
恨
し
な
お
も
へ
は
ひ
な
の
お
と
ろ
へ
を
か
ね
て
や
筆
の
う
つ
し
置
け
ん

イ

マ

白
氏
文
集
。
満
レ

面
胡
│

沙
満
ルレ

鬢
ニ

風
、
眉
ハ

銷
二

残
黛
一

瞼
ハ

銷
セ
リ
レ

紅
ヲ

。
愁
│

苦
辛
│

勤
憔
│

悴
尽
ヌ
レ
ハ

、
如
│

今
却
テ

似
タ
リ
二

画
│

図
ノ

中
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
二
六
四
番
。
白
氏
文
集
、
巻
一
四
、
王
昭
君
二
首
、
二
〇
七
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

も
は
や
恨
ま
な
い
で
お
こ
う
よ
。
思
え
ば
都
か
ら
離
れ
た
所
で
の
衰
退
の
様
子
が
、
前
も
っ
て
絵
筆
で
写
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。

白
氏
文
集
。
顔
一
杯
に
吹
き
つ
け
る
沙
漠
の
砂
や
、
髪
を
吹
き
ぬ
け
る
風
の
た
め
に
、
眉
に
は
眉
墨
の
あ
と
も
消
え
、
顔
の
頬
紅

も
失
せ
て
し
ま
っ
た
。
慣
れ
ぬ
胡
地
の
苦
労
に
見
る
影
も
な
く
窶
れ
果
て
て
、
今
の
こ
ん
な
私
こ
そ
、
情
な
く
も
か
つ
て
宮
中
で

醜
く
描
か
れ
た
肖
像
画
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈
王
昭
君
は
漢
の
元
帝
の
宮
女
で
あ
っ
た
が
、
宮
廷
の
画
工
に
賄
賂
を
送
ら
な
か
っ
た
た
め
、
肖
像
画
を
醜
く
描
か
れ
、
匈
奴
の

呼
韓
邪
単
于
に
嫁
が
さ
れ
、
彼
の
地
に
お
い
て
窮
苦
の
後
に
没
し
た
。『
白
氏
文
集
』
も
当
歌
も
、
晩
年
の
王
昭
君
の
う
ら
ぶ
れ
た
心

『
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境
を
詠
ん
で
い
る
。

（
藤
原
崇
雅
）

５６４
雪
の
う
ち
猶
草
青
き
塚
の
う
へ
に
終
に
か
れ
せ
ぬ
思
ひ
を
そ
し
る

エ
ヒ
ス

旧
註
前
漢
云
、
昭
│

君
死
ス

。
番
怜
レ
ム
レ

之
ヲ

。
遂
ニ

葬
二

於
漢
ノ

界
ニ一

、
号
ス二

青
塚
ト一

云
云
。

明
妃
曲
註
曰
、
昭
君
服
シ
テ
レ

毒
ヲ

而
死
ス

。
挙
レ

国
葬
ルレ

之
ヲ

。
胡
│

中
多
二

白
草
一

。
而
、
此
ノ

塚
独
リ│

青
シ

。
故
ニ

曰
ヌ二

青
│

塚
ト一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
四
六
番
。
胡
曾
、
詠
史
詩
、
青
塚
。
古
文
真
宝
前
集
、
曲
類
、
明
妃
曲
二
首
（
王
介
甫
）。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
詠
史
詩
』（
四
庫
全
書
）
ナ
シ
。『
古
文
真
宝
前
集
』（
榊
原
篁
洲
編
『
漢
籍
国
字
解
全
書

第
十
一
巻
』
早

稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
一
〇
年
）「
塚
独
│
塚
草
独
」。

﹇
訳
﹈

雪
の
な
か
で
も
な
お
塚
の
上
に
生
え
て
い
る
青
い
草
が
枯
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
思
い
は
い
ま
だ
に
涸
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知

る
こ
と
だ
。

旧
註
前
漢
に
よ
る
と
、
王
昭
君
が
亡
く
な
り
、
匈
奴
は
こ
れ
を
憐
れ
ん
だ
。
結
局
、
漢
と
の
境
界
に
葬
ら
れ
、
こ
れ
を
青
塚
と
呼

ん
だ
云
々
。

明
妃
曲
の
旧
註
に
よ
る
と
、
王
昭
君
は
毒
を
飲
ん
で
死
に
、
国
を
挙
げ
て
葬
ら
れ
た
。
胡
の
国
の
中
に
は
白
い
草
が
多
い
が
、
王

昭
君
の
塚
の
上
に
だ
け
青
い
草
が
生
え
た
の
で
、
青
塚
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

﹇
考
察
﹈「
旧
註
前
漢
」
は
、
胡
曾
『
詠
史
詩
』
巻
下
「
青
塚
」
詩
に
引
か
れ
た
『
前
漢
書
』（
唐
・
顔
師
古
撰
）
の
一
部
分
。
た
だ
し
現

在
の
『
前
漢
書
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。「
明
妃
曲
註
」
は
、
王
介
甫
（
宋
代
の
詩
人
・
政
治
家
で
あ
る
王
安
石
の
字
）
作
「
明
妃
曲

二
首
」
に
付
さ
れ
た
も
の
。「
明
妃
」
は
王
昭
君
を
指
す
。
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（
藤
原
崇
雅
）

楊
貴
妃

５６５
な
き
玉
の
あ
り
か
は
き
ゝ
つ
い
か
に
し
て
身
を
ま
ほ
ろ
し
に
な
し
て
ゆ
か
ま
し

タ
マ
�
�

長
恨
歌
伝
曰
、
適
有
二

道
士
一

自
レ

蜀
来
レ
リ

。
知
下

皇
ノ

心
念
二

貴
妃
一

如
上
レ

是
、
自
ラ│

言
フ

有
二

季
少
君
ノ

之
術
一

。
玄
宗
大
│ニ

喜
テ

、
命
シ
テ

致
二

其
ノ

神
一

云
云
。
使
者
還
テ

奏
二ス

太
│

上
│

皇
一ニ

。
ノ々

心
震
│

悼
シ
テ

、
日
ニ

不
レ

予
ミ
玉
ハ

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
二
六
三
番
。
長
恨
歌
伝
、
七
九
四
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
新
釈
漢
文
大
系

白
氏
文
集
（
二
下
）』『
新
釈
漢
文
大
系

唐
代
伝
奇
』「
貴
妃
│
楊
妃
」「
日
ニ

│

日
日
」。

﹇
訳
﹈

楊
貴
妃

亡
く
な
っ
た
美
し
い
楊
貴
妃
の
魂
の
居
場
所
は
、
道
士
か
ら
聞
い
た
。
な
ん
と
か
し
て
こ
の
身
を
、
幻
術
を
使
う
者
に
変
え
て
、
楊
貴

妃
の
と
こ
ろ
に
行
け
れ
ば
よ
い
の
に
な
あ
。

長
恨
歌
伝
に
よ
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
蜀
か
ら
や
っ
て
来
た
道
士
が
い
て
、
玄
宗
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
楊
貴
妃
の
こ
と
を
思

い
つ
め
て
い
る
の
を
知
る
と
、
自
ら
李
少
君
の
方
術
を
心
得
て
い
る
と
申
し
出
て
き
た
。
玄
宗
は
た
い
へ
ん
に
喜
ん
で
、
彼
女
の

魂
を
呼
び
寄
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
云
云
。
使
者
は
帰
還
す
る
と
太
上
皇
に
こ
の
こ
と
を
奏
上
し
た
が
、
陛
下
の
心
中
は
悲
し
み
で

ひ
ど
く
動
揺
し
、
日
に
日
に
気
分
が
塞
い
で
ゆ
く
云
云
。

﹇
考
察
﹈『
長
恨
歌
伝
』
は
、
玄
宗
皇
帝
が
亡
く
な
っ
た
楊
貴
妃
を
偲
ぶ
あ
ま
り
、
道
士
に
彼
女
の
魂
を
呼
び
寄
せ
さ
せ
た
部
分
。
当
歌
の

た
ま

「
な
き
玉
」
の
「
玉
」
は
、
魂
に
玉
の
よ
う
な
美
し
さ
と
、『
長
恨
歌
』
に
記
さ
れ
て
い
る
楊
貴
妃
の
生
ま
れ
変
わ
っ
た
後
の
名
で
あ
る

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
一
）
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玉
妃
を
掛
け
る
か
。

た
ま

﹇
参
考
﹈「
た
づ
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
つ
て
に
て
も
魂
の
あ
り
か
を
そ
こ
と
知
る
べ
く
」（『
源
氏
物
語
』
桐
壺
の
巻
）

（
増
井
里
美
）

５６６
ま
ほ
ろ
し
に
見
え
し
も
は
か
な
身
を
か
へ
し
此
世
の
外
の
山
な
し
の
花

長
恨
歌
。
玉
│

容
寂
│

寞
涙
欄
│

干
。
梨
│

花
一
│

枝
春
帯
レ

雨
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
四
八
番
。
長
恨
歌
、
八
一
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
釈
漢
文
大
系

古
文
真
宝
前
集
』
ナ
シ
。『
新
釈
漢
文
大
系

白
氏
文
集
（
二
下
）』「
欄
干
│
瀾
干
」。

﹇
訳
﹈

幻
で
見
え
た
の
も
、
は
か
な
い
も
の
だ
な
あ
。
楊
貴
妃
が
そ
の
身
を
変
え
た
姿
は
、
死
後
の
世
界
の
山
の
中
に
咲
い
て
い
る
梨

の
花
の
よ
う
で
あ
っ
た
な
あ
。

長
恨
歌
。
玉
の
よ
う
な
顔
は
寂
し
げ
で
、
そ
の
頬
を
涙
が
と
め
ど
な
く
流
れ
落
ち
る
さ
ま
は
、
一
枝
の
梨
の
花
に
、
春
の
雨
が
細

や
か
に
降
り
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
風
情
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
長
恨
歌
』
は
、
玄
宗
皇
帝
の
た
め
に
楊
貴
妃
の
魂
を
追
っ
て
き
た
道
士
が
楊
貴
妃
の
魂
と
出
会
い
、
そ
の
身
の
美
し
さ
を
述
べ

た
部
分
。
当
歌
は
そ
の
一
節
を
も
と
に
、
た
と
え
道
士
が
死
者
の
魂
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
幻
に
す
ぎ
ず
、
は

か
な
い
も
の
だ
と
い
う
嘆
き
を
詠
む
。「
此
世
の
外
の
山
」
は
道
士
が
訪
れ
た
仙
山
を
指
す
。

（
増
井
里
美
）

李
夫
人

５６７
物
い
は
ぬ
嘆
き
を
さ
ら
に
た
き
そ
へ
て
け
ふ
り
の
う
ち
の
俤
も
う
し
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カ
タ
チ
ヲ

白
氏
文
集
曰
、
漢
武
帝
初
喪
二

李
夫
人
ヲ一

甘
泉
殿
ノ

裏
ニ

令
レ

写
二

真
丹
│

青
ニ一

画
│

出
竟
ニ

何
ノ│

益
ソ

不
レ

言
不
レ

笑
愁
二│

殺
人
│

君
ヲ一

。
九
│

華
│

帳
深
シ
テ

夜
悄
│

々
返
│

魂
│

香
ハ

返
ス二

夫
│

人
魂
ヲ一

夫
│

人
ノ

之
魂
ハ

在
ル二

何
ノ

許
ニ
カ
一

香
│

煙
ニ

引
レ
テ

到
二

焚
レ

香
ヲ

処
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
二
六
四
番
。
白
氏
文
集
、
巻
四

新
楽
府
、
李
夫
人
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
白
氏
文
集
』（
那
波
本
）「
愁
殺
人
君
│
愁
殺
人
」、「
返
魂
│
反
魂
」、「
返
夫
人
│
降
夫
人
」。

﹇
訳
﹈

李
夫
人

肖
像
画
の
中
の
愛
し
い
人
が
何
も
言
わ
な
い
嘆
き
を
さ
ら
に
添
え
る
か
の
よ
う
に
、
反
魂
香
で
呼
び
返
し
た
煙
の
中
に
見
え
る
面
影
を

も
、
辛
く
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

白
氏
文
集
に
よ
る
と
、
漢
の
武
帝
は
さ
き
ご
ろ
李
夫
人
を
喪
っ
た
。
甘
泉
殿
に
夫
人
の
肖
像
画
を
描
か
せ
た
が
、
絵
具
で
書
い
た

も
の
が
結
局
何
の
足
し
に
な
ろ
う
。
も
の
も
言
わ
な
け
れ
ば
笑
い
も
し
な
い
、
こ
れ
を
見
る
天
子
を
悲
し
ま
せ
る
だ
け
の
こ
と
。

（
中
略
）
か
く
て
、
幾
重
も
の
花
模
様
の
つ
い
た
、
美
し
い
と
ば
り
の
奥
で
、
夜
も
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
る
頃
、
修
験
者
の
焚
き
し

め
る
反
魂
香
が
、
つ
い
に
夫
人
の
魂
を
よ
び
返
す
。
さ
て
、
よ
び
返
さ
れ
た
夫
人
の
魂
は
果
た
し
て
い
ず
こ
、
香
の
香
に
導
か
れ

て
、
修
験
者
が
香
を
焚
く
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
く
る
。

﹇
考
察
﹈『
白
氏
文
集
』
の
「
李
夫
人
」
は
色
に
溺
れ
る
こ
と
を
戒
め
た
作
品
で
あ
る
が
、
当
歌
は
愛
す
る
者
と
し
み
じ
み
と
話
す
こ
と
も

で
き
な
い
悲
し
み
を
詠
む
。

（
太
井
裕
子
）

上
陽
人

５６８
ま
ゆ
す
み
も
う
つ
り
か
は
り
て
あ
ら
ぬ
世
の
う
と
き
人
に
は
見
え
ん
物
か
は

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈
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（
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ウ
ト
キ

新
楽
府
云
、
上
│

陽
ノ

人
、
紅
│

顔
暗
ニ

老
テ

白
│

髪
新
ナ
リ

云
云
。
青
│

黛
点
レシ
テ

眉
ニ

々
細
ク│

長
シ

、
外
│

人
ニ
ハ

不
レ

見
ヘ々
ナ
ハ

応
レ

笑
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
二
六
六
番
。
新
楽
府
、
上
陽
人
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』『
白
楽
天
全
詩
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

上
陽
人

黛
の
描
き
方
も
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、（
私
の
住
む
世
界
と
は
）
違
う
世
界
に
住
む
疎
遠
な
人
達
に
私
の
顔
を
見
ら
れ
る

こ
と
は
あ
ろ
う
か
、
い
や
、
な
い
だ
ろ
う
。

新
楽
府
に
よ
る
と
、
上
陽
宮
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
宮
仕
え
の
女
性
は
、
花
の
よ
う
な
顔
も
い
つ
し
か
年
老
い
て
し
ま
い
、
今

で
は
白
髪
の
老
婆
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
云
々
。
青
い
黛
で
細
長
く
描
い
た
眉
は
、
宮
殿
の
外
の
人
々
が
見
な
い
か
ら
よ
い
が
、
も

し
見
ら
れ
た
ら
間
違
い
な
く
笑
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈「
上
陽
人
」
は
、
玄
宗
皇
帝
の
御
代
に
宮
中
に
入
っ
た
女
性
が
楊
貴
妃
に
よ
っ
て
上
陽
宮
に
追
い
や
ら
れ
、
い
つ
し
か
白
髪
の
老

女
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
面
。
当
歌
は
老
女
に
な
っ
た
今
で
も
黛
を
つ
け
て
化
粧
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
化
粧
は
四
、
五
十
年
前
に
宮

中
に
入
っ
た
と
き
と
同
じ
な
の
で
、
世
間
の
人
々
が
見
れ
ば
笑
う
だ
ろ
う
、
と
上
陽
白
髪
人
に
同
情
を
寄
せ
て
詠
ん
だ
歌
。（

玉
越
雄
介
）

５６９
春
や
来
ぬ
秋
や
こ
し
と
も
幾
め
く
り
こ
た
へ
ぬ
月
に
身
を
か
こ
ち
け
ん

新
楽
府
。
春
│

往
秋
│

来
レ
ト
モ

不
レ

記
レ

年
ヲ

。
唯
向
ツ
テ
二

深
│

宮
ニ一

望
メ
ハ
二

明
│

月
ヲ一

東
│

南
四
│

五
│

百
│

廻
円
ナ
リ

。
今
│

日
宮
│

中
年
│

最
老
タ
リ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
四
七
番
。
新
楽
府
、
上
陽
人
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
ナ
シ
。『
白
楽
天
全
詩
集
』「
東
南
四
五
百
廻
│
東
西
四
五
百
廻
」。

﹇
訳
﹈

何
度
目
の
春
と
秋
が
や
っ
て
き
た
の
で
す
か
、
と
尋
ね
て
も
答
え
て
は
く
れ
な
い
月
に
向
か
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
年
を
と
っ
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て
し
ま
っ
た
我
が
身
を
嘆
い
た
だ
ろ
う
か
。

新
楽
府
。
春
が
過
ぎ
て
秋
が
来
る
が
、
何
年
経
っ
た
の
か
は
記
憶
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
上
陽
宮
の
中
か
ら
美
し
い
月
を
見
上
げ

る
と
、
東
か
ら
南
へ
と
め
ぐ
る
満
月
を
四
五
百
回
は
見
た
で
あ
ろ
う
。
今
と
な
っ
て
は
私
は
宮
中
で
の
最
年
長
者
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
も
５６８
番
歌
と
同
じ
『
新
楽
府
』
上
陽
人
を
題
材
と
し
、
上
陽
宮
で
月
を
見
な
が
ら
数
十
年
に
も
及
ぶ
宮
中
生
活
に
思
い
を

馳
せ
た
も
の
。

（
玉
越
雄
介
）

陵
園
妾

５７０
月
も
ま
た
い
か
に
見
さ
ら
ん
松
の
門
い
て
や
と
お
も
へ
と
消
は
て
ぬ
身
を

白
氏
文
集
。
松
門
暁
到
月
徘
徊
、
柏
城
尽
日
風
簫
瑟
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
四
七
番
。
新
楽
府
、
陵
園
妾
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』『
白
楽
天
全
詩
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

陵
園
妾

月
も
ま
た
、
な
ぜ
見
て
く
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
松
の
門
の
外
へ
出
て
と
思
い
な
が
ら
も
、
消
え
て
し
ま
え
な
い
私
の
こ
と
を
。

白
氏
文
集
。
松
の
生
え
た
門
の
内
で
は
、
夜
は
明
け
方
に
な
る
ま
で
月
が
空
を
徘
徊
し
て
い
る
の
を
眺
め
、
柏
の
茂
る
宮
殿
で

は
、
昼
は
日
が
傾
く
ま
で
風
が
淋
し
く
吹
き
渡
る
音
を
聞
く
ば
か
り
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
新
楽
府
』
陵
園
妾
は
、
天
子
の
住
む
陵
墓
の
近
く
の
宮
中
に
幽
閉
さ
れ
た
宮
仕
え
の
女
性
を
憐
れ
ん
だ
詩
。
当
歌
は
、
幽
閉
さ

れ
て
い
る
宮
中
か
ら
脱
出
し
た
い
と
い
う
願
い
が
叶
わ
な
い
女
性
の
悲
し
み
を
詠
ん
だ
も
の
。

（
玉
越
雄
介
）
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孫
思
邈

５７１
わ
か
え
つ
ゝ
三
十
い
ろ
え
し
薬
も
や
ち
ゝ
の
こ
か
ね
の
な
に
の
こ
る
ら
ん

列
仙
伝
曰
、
留
│

連
ス
ル
コ
ト

三
│

日
、
乃
以
二

軽
│

�
金
│

珠
ヲ一

相
│

贈
。
思
邈
堅
ク│

辞
シ
テ

不
レ

受
。
乃
命
二

其
ノ

子
ニ一

取
二

竜
宮
ノ

奇
方
三
十
首
ヲ一

与
二

思
邈
一

曰
、「
此
可
二

以
助
レ

道
ヲ

者
済
レ

世
救
一レ

人
ヲ

」。
復
以
二

僕
│

馬
ヲ一

送
二

思
│

邈
一

帰
。
思
邈
以
二

是
ノ

方
ヲ一

歴
ク│

試
ル
ニ

皆
│

効
シ
ア
リ

。

乃
編
テ

入
二

千
│

金
│

方
ノ

中
ニ一

云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
一
二
六
番
。
列
子
全
伝
、
巻
五
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
列
子
全
伝
』（
慶
応
三
年
版
本
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

孫
思
邈

自
ら
が
手
に
入
れ
て
取
り
扱
っ
た
三
十
の
薬
方
を
用
い
て
も
、
た
く
さ
ん
の
黄
金
が
ど
う
し
て
残
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
世
の
人
々
の
た

め
に
使
う
の
だ
か
ら
残
ら
な
い
だ
ろ
う
。

列
仙
伝
に
よ
る
と
、（
思
邈
は
）
三
日
間
そ
こ
に
留
ま
り
（
王
は
）
軽
�
と
金
珠
を
贈
っ
た
。
思
邈
は
固
辞
し
て
受
け
と
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
子
に
命
じ
て
、
竜
宮
の
珍
し
い
薬
を
三
十
取
っ
て
こ
さ
せ
て
、
思
邈
に
与
え
て
言
う
に
は
、「
こ
の
薬
を
用
い
て
道

を
助
け
る
者
は
、
世
の
中
を
救
済
し
人
々
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
。
再
び
下
僕
と
馬
に
送
ら
せ
て
思
邈
を
帰
し
た
。
思
邈
は

こ
の
薬
を
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
用
い
た
と
こ
ろ
、
皆
に
薬
効
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
千
金
方
」
の
中
に
採
用
し
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈
典
拠
の
「
列
仙
伝
」
と
は
明
代
の
漢
籍
『
有
象
列
仙
全
伝
』
を
さ
し
、
前
漢
の
劉
向
著
『
列
仙
伝
』
や
晋
の
葛
洪
著
『
神
仙
伝
』

に
代
表
さ
れ
る
「
仙
伝
も
の
」
の
一
つ
。
孫
思
邈
は
『
備
急
千
金
要
方
』『
仙
金
翼
方
』
等
を
著
し
た
唐
代
の
医
家
。
百
家
の
説
に
通

じ
陰
陽
・
医
道
を
極
め
、
の
ち
に
「
薬
王
」
と
呼
ば
れ
た
。
典
拠
は
思
邈
が
竜
王
の
子
を
助
け
た
こ
と
で
、
龍
宮
の
王
か
ら
珍
し
い
薬

方
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
伝
説
を
記
す
。
当
歌
は
、
官
職
に
つ
か
ず
貴
重
な
薬
を
も
広
く
人
々
の
た
め
に
用
い
た
思
邈
を
讃
え
る
歌
。

― ２５５ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
一
）



（
永
田
あ
や
）

列
子

碧
５７２
空
に
吹
た
よ
り
待
て
ふ
仙
人
も
風
の
お
さ
ま
る
世
を
や
し
る
ら
ん

列
仙
伝
曰
、
列
│

子
ハ

鄭
│

人
ナ
リ

。
名
ハ

禦
冦
。
問
二

道
ヲ

於
関
尹
子
一

、
復
師
ト
ス
二

壺
│

丘
│

子
ヲ一

。
九
年
ニ
シ
テ

能
ク

御
シ
テ
レ

風
ニ

而
行
。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
六
四
番
。
列
子
全
伝
、
巻
一
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
列
子
全
伝
』（
慶
応
三
年
版
本
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

列
子

空
に
吹
く
風
を
待
っ
て
飛
ぶ
と
い
う
仙
人
も
、
今
は
風
が
収
ま
る
平
和
な
世
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

列
仙
伝
に
よ
る
と
、
列
子
は
鄭
の
人
で
あ
る
。
名
は
禦
冦
。
関
尹
子
に
教
え
を
請
い
、
ま
た
壺
丘
子
を
師
と
し
た
。
修
行
し
て
九

年
で
、
風
に
乗
っ
て
飛
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

﹇
考
察
﹈「
列
仙
伝
」
に
つ
い
て
は
５７１
番
歌
を
参
照
。
列
子
は
本
名
列
禦
冦
、
春
秋
時
代
の
思
想
家
で
そ
の
学
は
黄
帝
老
子
に
基
づ
く
。
当

歌
は
、
今
は
風
も
治
ま
る
平
和
な
世
の
中
だ
か
ら
、
仙
人
が
風
を
待
っ
て
い
て
も
吹
い
て
こ
な
い
の
に
と
詠
ん
で
い
る
。（

永
田
あ
や
）

釣
舟

５７３
わ
つ
か
な
る
え
を
か
く
は
し
み
よ
る
魚
は
釣
す
る
ふ
ね
も
あ
は
れ
と
や
み
る

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
四
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

釣
舟

少
し
し
か
な
い
餌
を
美
味
し
そ
う
だ
と
思
っ
て
寄
っ
て
く
る
魚
を
、
釣
り
舟
も
哀
れ
だ
と
思
う
だ
ろ
う
か
。
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﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
香
ば
し
い
餌
に
つ
ら
れ
て
餌
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
寄
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
魚
に
寄
せ
、
釣
り
を
す
る
舟
の
哀

れ
さ
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
典
拠
は
次
の
５７４
番
歌
、
参
照
。

（
梅
田
昌
孝
）

釣
漁

５７４
水
の
う
へ
の
え
を
か
く
は
し
み
よ
る
魚
の
こ
ゝ
ろ
も
人
も
お
な
し
世
の
中

ナ
リ

呂
氏
春
秋
曰
、
善
│ク

釣
ル

者
ハ

取
二

魚
ヲ

於
千
│

仭
ノ

之
下
ニ一

餌
│

香
ケ
レ
ハ

也
。

ツ
リ
イ
ト

六
韜
曰
、
太
公
曰
、「
緡
│

微
ニ
シ
テ

餌
│

明
ナ
レ
ハ

小
│

魚
食
レ

之
。
緡
│

調
餌
│

香
ケ
レ
ハ

中
│

魚
食
レ

之
ヲ

。
緡
│

隆
餌
│

豊
ナ
レ
ハ

大
│

魚
食
レ

之
ヲ

。

夫
レ

魚
ハ

食
二

其
ノ

餌
ヲ一

乃
牽
二

於
緡
一

。
人
ハ

食
二

其
ノ

禄
ヲ一

乃
服
二

於
君
一

。
故
ニ

以
レ

餌
取
レ

魚
ヲ

可
レ

殺
。
以
レ

禄
取
レ

人
ヲ

人
可
レ

竭
」
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
六
六
番
。
呂
氏
春
秋
、
巻
二
、
仲
春
紀
、
功
名
編
。
六
韜
、
文
師
第
一
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
円
機
活
法
』（
巻
五
、
人
品
門
、
垂
釣
捕
魚
）『
兵
法
全
集

六
韜
』
ナ
シ
。『
新
編
漢
文
選

呂
氏
春
秋
』

「
魚
於
千
仭
│
魚
乎
十
仭
」。

﹇
訳
﹈

釣
漁

こ
の
世
間
で
は
、
報
酬
が
欲
し
く
て
君
主
に
従
う
人
の
心
は
、
水
の
上
に
あ
る
餌
を
美
味
し
そ
う
だ
と
思
っ
て
寄
っ
て
く
る
魚
の
心
と

同
じ
な
の
だ
よ
。

呂
氏
春
秋
に
よ
る
と
、
釣
り
の
名
人
は
魚
を
測
れ
な
い
ほ
ど
深
い
所
か
ら
釣
り
上
げ
る
が
、
こ
れ
は
使
う
餌
が
香
ば
し
い
か
ら
で

あ
る
。

六
韜
に
よ
る
と
、
太
公
望
が
言
う
に
は
、「
釣
り
糸
が
細
く
て
餌
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、
小
さ
な
魚
が
引
っ
掛
か
る
。
糸
が
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よ
く
調
っ
て
い
て
、
餌
が
香
ば
し
け
れ
ば
、
中
く
ら
い
の
魚
が
こ
れ
を
食
う
。
糸
が
太
く
て
餌
が
豊
富
で
あ
れ
ば
、
大
き
な
魚
が

食
う
。
い
っ
た
い
、
魚
は
そ
の
餌
を
食
わ
ん
と
し
て
釣
り
糸
に
引
っ
掛
か
る
。
そ
れ
と
同
様
に
人
は
そ
の
禄
を
得
よ
う
と
し
て
、

君
主
に
服
従
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
魚
は
餌
を
使
っ
て
お
び
き
寄
せ
て
殺
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
人
は
禄
で
も
っ
て
引
き
つ
け
、

搾
り
取
る
べ
き
で
あ
る
」
云
云
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
香
る
餌
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
魚
の
よ
う
に
、
禄
に
引
か
れ
て
君
主
に
服
従
す
る
世
人
を
諷
刺
し
た
も
の
。

（
梅
田
昌
孝
）

柏
５７５
誰
か
し
る
釣
の
う
て
な
の
う
へ
に
て
も
世
に
は
見
え
し
の
身
を
や
置
ら
ん

後
漢
。
厳
子
陵
少
与
二

光
武
一

同
│

学
ス

。
後
光
│

武
即
レ

位
隠
レ

身
ヲ

不
レ

見
。
微
シ
テ

為
二

諫
議
大
夫
一

不
レ

屈
隠
二

迹
ヲ

於
富
春
山
一

。
垂
レ

釣
、
後
│

人
因
テ

以
名
ツ
ケ
テ

為
二

厳
│

陵
│

瀬
ト一

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
七
九
番
。
後
漢
書
、
逸
民
列
伝
第
七
三
。
円
機
活
法
、
巻
五
、
宮
室
門
、
釣
臺
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
円
機
活
法
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

誰
が
（
釣
り
人
の
身
元
を
）
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
釣
台
の
上
に
い
て
も
、
世
間
の
人
と
会
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
身
を

置
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

後
漢
書
。
厳
子
陵
は
若
い
頃
、
光
武
帝
と
共
に
学
ん
だ
。
後
に
光
武
帝
が
即
位
す
る
と
身
を
隠
し
た
。（
光
武
帝
は
厳
子
陵
を
）

秘
密
裏
に
諫
議
大
夫
に
し
た
が
従
わ
ず
、
富
春
山
に
隠
れ
た
。
釣
り
を
し
て
暮
ら
し
た
の
で
、
後
の
人
は
そ
の
釣
り
を
し
た
所
を

厳
陵
瀬
と
名
付
け
た
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
『
後
漢
書
』
の
抜
き
書
き
で
あ
り
、
異
同
が
多
く
見
ら
れ
た
た
め
『
円
機
活
法
』
を
参
照
し
た
。
当
歌
は
、
世
の
人
に
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ま
み
え
ず
釣
り
を
し
て
暮
ら
す
厳
子
陵
を
詠
ん
だ
も
の
。

（
梅
田
昌
孝
）

禁
中

５７６
老
す
て
ふ
門
も
名
に
あ
れ
や
君
か
へ
ん
ち
と
せ
の
数
の
百
敷
の
う
ち

朗
詠
集
。
不
老
門
前
日
月
遅
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
一
〇
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
祝
、
七
七
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

禁
中

「
不
老
」
と
い
う
名
を
持
つ
門
の
あ
る
宮
中
の
中
で
、
君
子
は
千
年
も
の
月
日
を
送
る
の
で
あ
る
な
あ
。

朗
詠
集
。
不
老
門
の
あ
た
り
で
は
、
時
は
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
、
天
子
は
老
い
を
迎
え
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。

﹇
考
察
﹈「
不
老
門
」
と
は
洛
陽
に
あ
っ
た
漢
代
の
宮
門
の
名
。
当
歌
は
実
在
し
た
も
の
に
寄
せ
る
こ
と
で
祝
意
を
増
幅
さ
せ
た
祝
祷
歌
。

（
山
内
彩
香
）

雑
歌
中

５７７
え
の
本
の
も
と
の
言
の
葉
く
ち
さ
ら
は
更
に
さ
か
へ
む
北
の
ふ
ち
な
み

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
七
七
〇
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

雑
歌
の
中

榎
の
本
の
明
神
の
「
今
ぞ
栄
え
ん
」
と
い
う
昔
の
言
葉
が
朽
ち
果
て
て
い
な
け
れ
ば
、
藤
原
北
家
は
さ
ら
に
栄
え
る
で
あ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈「
北
の
藤
波
」
は
藤
原
北
家
の
別
称
。
北
家
は
藤
原
不
比
等
の
第
二
子
房
前
を
祖
と
し
、
冬
嗣
、
良
房
な
ど
が
出
た
最
も
栄
え
た
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家
。
典
拠
は
５７８
番
歌
、
参
照
。

（
山
内
彩
香
）

蕭
寺

５７８
か
し
こ
し
な
い
ま
そ
さ
か
へ
む
言
の
は
を
神
も
そ
へ
た
る
寺
そ
こ
の
寺

新
古
今
集
、
神
祇
部
。
ふ
た
ら
く
の
南
の
き
し
に
堂
た
て
ゝ
い
ま
そ
さ
か
へ
む
北
の
藤
波

此
歌
は
興
福
寺
の
南
円
堂
つ
く
り
は
し
め
侍
る
と
き
、
春
日
の
榎
の
本
の
明
神
よ
み
た
ま
へ
り
け
る
と
な
む
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
六
四
三
番
。
新
古
今
集
、
巻
一
九
、
神
祇
、
一
八
五
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編
全
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

寺
院

す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
な
あ
。「
今
か
ら
ま
さ
に
栄
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
を
神
も
告
げ
た
寺
が
、
こ
の
寺
で
あ
る
。

新
古
今
集
、
神
祇
部
。
補
陀
落
の
海
と
も
見
え
る
猿
沢
の
池
の
南
の
岸
に
堂
を
建
て
て
、
今
か
ら
ま
さ
に
栄
え
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
藤
原
の
北
家
は
。

こ
の
歌
は
、（
八
一
三
年
に
藤
原
冬
嗣
が
）
興
福
寺
の
南
円
堂
を
作
り
は
じ
め
ま
し
た
時
、
春
日
の
榎
の
本
の
明
神
が
お
詠
み

に
な
っ
た
歌
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

﹇
考
察
﹈
蕭
寺
は
寺
の
異
称
。
南
朝
梁
の
武
帝
（
蕭
衍
）
が
寺
を
造
り
、
書
の
名
人
蕭
子
雲
に
命
じ
て
、
門
の
額
に
自
分
の
姓
を
書
か
せ

た
故
事
に
よ
る
。

（
山
内
彩
香
）
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